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ま
ず
は
、
図
表
1
「
労
働
者
1
人
平
均
年

間
総
実
労
働
時
間
の
推
移（
暦
年
）」を
参
照

い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
1
9
8
5
年
以
降
、
順

調
に
労
働
時
間
が
減
少
し
て
い
る
か
の
よ
う

に
思
え
る
。
85
年
当
時
、
総
実
労
働
時
間
は

2
1
1
0
時
間
だ
っ
た
の
に
対
し
、
2
 
0
 

0
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、1
8
5
0
時
間

以
下
を
維
持
し
て
い
る
。

　

前
の
ペ
ー
ジ
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
時
短

の
流
れ
は
85
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
に
始
ま
り
、

ひ
と
つ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
い
っ

た
。
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
は
、
88
年
の

労
働
基
準
法
改
正
で
あ
る
。

「
週
48
時
間
労
働
制
か
ら
、
業
種
と
事
業
所

規
模
に
よ
る
一
部
例
外
を
除
き
、
週
40
時
間

厚生労働省
労働基準局
勤労者生活部企画課　
課長補佐
能坂正徳氏

日
本
人
の「
働
き
す
ぎ
」を
デ
ー
タ
で
検
証
す
る

「
日
本
人
は
働
き
す
ぎ
」。
誰
も
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
そ
う
言
う
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
誰
が
ど
の
く
ら
い
働
き
す
ぎ
て
い
る
の
か
。

デ
ー
タ
と
厚
生
労
働
省
、
連
合
へ
の
取
材
を
基
に
そ
の
実
態
を
把
握
し
、
問
題
点
や
そ
の
背
景
を
探
っ
て
い
く
。

正
社
員
の
労
働
時
間
は
高
止
ま
り

「
働
き
す
ぎ
」が
浮
き
彫
り
に

【図表1】労働者1人あたりの平均年間総実労働時間の推移

急激に労働時間が減っていくのは、1988年以降。労働基準法の改正で週�0時間労働制となり、週休2日制を採用する企業が増
えたことが、最も大きな要因である。
資料出所：厚生労働省「毎月勤労統計調査」（抜粋）　※１．事業所規模30人以上　２．数値は、年度平均月間値を12倍し、小数
点以下第１位を四捨五入したものである　３．所定外労働時間は、総労働時間から所定内労働時間を引いて求めた

取材・文／入倉由理子（本誌）　撮影／後藤 淳、平山 諭
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労
働
制
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
大
企
業
を
中
心
に
完
全
週
休
2
日
制
が

実
現
し
、
年
間
の
所
定
外
労
働
時
間
は
80
年

代
後
半
の
1
8
0
時
間
前
後
か
ら
、
現
在
は

1
5
0
時
間
前
後
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
そ

の
後
ず
っ
と
、
所
定
外
労
働
時
間
の
削
減
や

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
を
促
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
総
労
働
時
間
の
低
減
に
努
め
て
き
ま

し
た
」

　

と
、
厚
生
労
働
省
の
能
坂
正
徳
氏
。
そ
の

一
方
で
、「
今
は
個
別
の
状
況
を
見
る
時
期

に
き
た
」
と
も
言
う
。
個
別
に
見
る
と
、
労

日本労働組合総連合会
総合労働局　労働条件局長
勝尾文三氏

【図表2】就業形態別年間総実労働時間およびパートタイム労働者比率の推移

パートタイム労働者比率は、1990年代前半と比較すると、倍近くになっている。一般労働者の年間総実労働時
間だけ見ると、やや増加傾向にあるのがわかる。
資料出所：厚生労働省「毎月勤労統計調査」事業所規模30人以上

は
派
遣
ス
タ
ッ
フ
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
非
正
社
員
を
増
や
す
こ
と
で
賄
っ
た
の

で
あ
る
。

負
担
が
増
え
た
正
社
員
の

労
働
時
間
は
高
止
ま
り

「
企
業
が
正
社
員
採
用
を
抑
制
し
た
の
と
同

時
に
、
派
遣
法
の
改
正
に
よ
り
、
対
象
職
種

や
年
数
の
制
限
な
ど
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
、

派
遣
ス
タ
ッ
フ
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
例

外
も
あ
り
ま
す
が
、
派
遣
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ

め
と
す
る
非
正
社
員
は
フ
ル
タ
イ
ム
で
も
残

業
を
そ
れ
ほ
ど
し
な
い
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
な
ど
短
時
間
勤
務
も
多
い
働
き
方
で
す
。

彼
ら
が
残
業
で
き
な
い
分
の
し
わ
寄
せ
が
く

る
正
社
員
の
労
働
時
間
は
、
決
し
て
減
ら
な

い
。
こ
れ
が
実
情
で
し
ょ
う
」

　

と
、
連
合
（
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
）

の
勝
尾
文
三
氏
は
指
摘
す
る
。
も
ち
ろ
ん
こ

の
状
況
は
把
握
し
て
い
た
も
の
の
、「
労
働

組
合
は
雇
用
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
し
た
」

と
振
り
返
る
。

「
今
は
下
が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
一
時

は
失
業
率
が
5
％
を
超
え
る
、
労
働
者
に
と

っ
て
は
非
常
に
悪
い
雇
用
情
勢
が
続
き
ま
し

た
。
労
働
時
間
短
縮
に
取
り
組
む
環
境
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
バ
ブ
ル
期
の

よ
う
な
、
好
況
期
の
ほ
う
が
採
用
難
に
な
る

た
め
、
時
短
を
進
め
や
す
い
環
境
に
あ
る
の

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は
人
材

不
足
感
が
強
く
、
売
り
手
市
場
の
今
、
春
期

生
活
闘
争
な
ど
で
時
短
を
積
極
的
に
訴
え
て

い
き
ま
す
」（
勝
尾
氏
）

働
時
間
の
長
い
人
と
長
く
な
い
人
の
差
が
極

端
に
大
き
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
と
い
う

の
だ
。

総
労
働
時
間
が
減
っ
た
の
は

非
正
社
員
が
増
え
た
か
ら

　

93
年
か
ら
、
一
般
労
働
者
（
い
わ
ゆ
る
正

社
員
）
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
分
け
て

デ
ー
タ
を
取
り
始
め
た
が
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
の
総
実
労
働
時
間
は
横
ば
い
。
一
般

労
働
者
に
い
た
っ
て
は
、2
0
0
3
年
以
降
、

2
0
0
0
時
間
を
超
え
る
事
態
と
な
っ
て
い

る
（
図
表
2
）。
こ
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

先
に
見
た
総
実
労
働
時
間
の
減
少
は
、
労
働

時
間
の
短
い
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
比
率
が

急
速
に
伸
び
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
い

え
る
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
中
心
と
し
た
非

正
社
員
は
、
97
年
以
降
、
急
速
に
増
加
し
て

い
る
。

　

97
年
と
い
え
ば
、
金
融
危
機
が
起
こ
っ
た

年
。
不
況
の
深
刻
化
を
契
機
に
、
企
業
は
さ

ら
な
る
リ
ス
ト
ラ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ

こ
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
格
好
の
標
的
に
な
っ

た
の
が
、
人
件
費
で
あ
る
。
採
用
抑
制
や
早

期
退
職
を
募
る
と
い
っ
た
方
法
で
、
人
の

「
数
」
が
減
ら
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
戦
後
続

い
て
き
た
年
功
序
列
型
の
賃
金
体
系
か
ら
、

成
果
主
義
へ
と
移
行
を
始
め
、
人
件
費
の
抑

制
を
図
っ
て
い
っ
た
。

　

2
0
0
0
年
に
入
っ
て
以
降
、
景
気
は

徐
々
に
回
復
し
た
も
の
の
、
そ
れ
と
と
も
に

発
生
す
る
業
務
量
の
増
加
を
、
多
く
の
企
業
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【図表3】年間総労働時間の国際比較（製造業生産労働者、2005年）

日本はイギリス、アメリカに近い働き方。フランス、ドイツと比較すると労働時間の長さは如実。
資料出所：厚生労働省「毎月勤労統計調査」、ＥＵおよび各国資料より厚生労働省労働基
準局勤労者生活部企画課推計
※フランスおよびドイツは所定外労働時間に関するデータがないため、総労働時間である

　

正
社
員
と
非
正
社
員
の
例
に
あ
る
よ
う

に
、
今
、
労
働
時
間
の
問
題
は
「
二
極
化
」

に
あ
る
と
連
合
・
勝
尾
氏
は
言
う
。

「
世
代
間
、
非
正
規
社
員
の
増
加
の
影
響
に

よ
る
男
性
と
女
性
…
…
と
い
う
よ
う
に
さ
ま

ざ
ま
な
属
性
で
労
働
時
間
が
長
い
人
と
そ
う

で
な
い
人
の
差
が
広
が
っ
て
い
ま
す
」

年
齢
、性
別
、そ
し
て
役
職
…
…

進
む
労
働
時
間
の「
二
極
化
」

30
代
か
ら
40
代
、課
長
ク
ラ
ス
の

「
働
き
盛
り
」が「
働
き
す
ぎ
」

　

図
表
5
は
、
正
社
員
を
対
象
と
し
た
労 

働
政
策
研
修
・
研
修
機
構
の
労
働
時
間
に 

関
す
る
調
査
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
2
4
0

～
3
0
0
時
間
働
く
人
を
「
働
き
す
ぎ
」

の
目
安
と
し
た
い
。
1
日
8
時
間
を
所
定
労

働
時
間
と
し
、
月
に
22
日
働
く
と
す
る
と
、

一
般
的
な
月
の
労
働
時
間
は
1
7
6
時
間
。

2
0
0
時
間
働
く
人
は
、月
に
24
時
間
、つ
ま

り
1
日
に
1
時
間
強
、
残
業
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
同
様
に
計
算
す
る
と
、
月
2
4
0

時
間
の
人
は
1
日
3
時
間
弱
の
残
業
、
月

3
0
0
時
間
の
人
は
同
5
時
間
半
以
上
と
な

る
。
休
日
出
勤
な
ど
を
無
視
し
て
算
出
し
た

数
字
で
は
あ
る
が
、
2
4
0
時
間
を
超
え
た

ら
、
か
な
り
「
働
き
過
ぎ
」
の
状
況
だ
と
理

解
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
2
4
0
～
3
0
0
時
間
働
く
人
は
、

全
体
で
実
に
17
・
7
％
も
い
る
。

　

個
別
に
デ
ー
タ
を
見
て
み
よ
う
。
全
体
の

17
・
7
％
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
、
男
性

（
22
・
5
％
）、
30
歳
代
（
21
・
1
％
）、
係
長
・

主
任
（
21
・
9
％
）、
課
長
ク
ラ
ス
（
26
・

4
％
）、部
長
・
本
部
長
ク
ラ
ス
（
23
・
0
％
）、

裁
量
労
働
制
・
み
な
し
労
働
（
32
・
4
％
）、

【図表4】年間休日数の国際比較

法定の祝祭日が多い日本だが、有給休暇の取得が著しく低い。有給休暇の付与日数の平
均は増えているが、取得率は減っているのが現状だ。
資料出所：厚生労働省「就労条件総合調査」、ＥＵおよび各国資料より厚生労働省労働
基準局勤労者生活部企画課推計
※１．週休日とは「日曜日」「土曜日」などの「会社指定休日」をいい、ここでは完全週休2日制
と仮定した　２．日本以外の年次有給休暇は付与日数（アメリカについては賃金時間課：当
時の推計。日本は取得日数）　３．年次有給休暇の調査時点は以下の通り。日本：200�年、
アメリカ：1997年、イギリス：200�年、フランス：200�年、ドイツ：200�年

先
進
諸
国
の
中
で
、

働
き
す
ぎ
が
目
立
つ
日
本

　

諸
外
国
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
図
表
3
は

年
間
総
労
働
時
間
、
図
表
4
は
年
間
休
日
数

の
比
較
で
あ
る
。
各
国
の
デ
ー
タ
の
調
査
方

法
、調
査
年
な
ど
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
の
で
、

あ
く
ま
で
目
安
と
し
て
見
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
日
本
は
年
間
総
労
働
時
間
で
ト
ッ
プ
、

休
み
の
少
な
さ
は
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
2
位

と
、「
働
き
す
ぎ
」
が
目
に
つ
く
。
週
35
時

間
労
働
制
（
フ
ラ
ン
ス
）、
年
次
有
給
休
暇

の
付
与
日
数
が
日
本
よ
り
長
く
、
連
続
付
与

を
法
律
で
定
め
る
（
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
）

な
ど
、
労
働
時
間
の
法
的
規
制
が
進
ん
で
い

る
国
に
比
べ
、
日
本
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
は

否
め
な
い
。

「
残
業
時
間
が
多
い
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
、
日

本
は
有
給
休
暇
の
取
得
日
数
が
少
な
い
。
日

本
は
付
与
日
数
が
20
日
。
ド
イ
ツ
は
最
低
24

日
（
労
使
協
約
に
よ
り
平
均
30
日
）、
フ
ラ

ン
ス
は
30
日
と
差
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
を
消
化
す
る
彼
ら
に
比
べ
、
日
本
人

は
平
均
8
・
5
日
と
、
半
分
も
消
化
し
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
有
給
休
暇
を
年
5
日
取
得
す

れ
ば
、
40
時
間
の
労
働
時
間
が
削
減
さ
れ
ま

す
。
所
定
外
労
働
を
40
時
間
減
ら
す
に
は
、

1
日
に
2
時
間
の
削
減
を
20
回
繰
り
返
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
有
給
休
暇

の
消
化
率
を
上
げ
る
こ
と
は
、
時
短
に
大
き

な
効
果
が
あ
る
の
で
す
」（
能
坂
氏
）
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194.9

203.4

211.3

209.9

190.4 

184.0 

211.3 

196.1 

198.7 

204.0 

200.1

200.9

200.5

189.2

177.8

208.9

218.2

35.0

40.1

52.3

43.6

37.4

40.6

43.0

43.7

38.0

31.3

31.1

49.6

56.4

30.9

38.6

25.0

38.2

40.6

37.4

34.0

49.2

50.0

32.4

22.5

33.3

29.1

19.2

30.8

29.8

29.0

26.5

27.2

29.8

33.7

37.7

29.2

17.8

32.1

28.1

21.4

41.0

29.9

34.4

32.1

21.2

8.3

21.6

32.5

22.5

17.7

6.1

12.2

21.1

17.4

14.0

13.5

21.9

26.4

23.0

5.8

5.5

28.8

17.5

25.0

15.6

16.9

17.6

17.0

12.1

8.3

32.4

37.5

男性性
別

年
齢
階
層

役
　

職

職
　

種

勤
務
時
間
制
度

全体

女性

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

一般社員

係長・主任

課長クラス

部長・本部長クラス

総務･人事･経理など

一般事務･受付･秘書

営業･販売

接客サービス

調査分析・特許法務などの事務系専門職

研究開発・設計・ＳＥなどの技術系専門職

通常の勤務時間制度

フレックスタイム

変形労働時間制

交替制

育児などのための短時間勤務

裁量労働制・みなし労働

時間管理なし

■ 120～160時間以下　　■ 161～200時間未満　　■ 200～240時間未満　　■ 240～300時間
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【図表5】諸属性に見た1カ月間（2005年6月）の総労働時間別分布

「裁量労働制・みなし労働」を採用する企業で働く人は、32.�％が勤務時間2�0 ～ 300時間という結果。納得のいく仕事をしたいといった思いの中で、労働時間は長くなる。
資料出所：『エンドレス・ワーカーズ』（小倉一哉著、日本経済新聞出版社）　※日本全国２０～５９歳の正社員２０００人を対象として２００５年７月に行われた労働政策研究・研修機構の調査による

時
間
管
理
な
し
（
37
・
5
％
）。
30
代
か
ら

40
代
、
課
長
ク
ラ
ス
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
働

き
盛
り
」
の
人
た
ち
の
労
働
時
間
が
長
い
こ

と
が
わ
か
る
。
20
代
よ
り
大
き
な
仕
事
を
任

さ
れ
、
責
任
の
範
囲
も
増
え
る
。
14
ペ
ー
ジ

に
も
あ
る
よ
う
に
、
部
署
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
う
管
理
の
仕
事
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の

仕
事
、
目
標
を
持
つ
プ
レ
ー
イ
ン
グ
マ
ネ
ジ

ャ
ー
が
増
え
た
こ
と
も
、
そ
の
背
景
に
あ
る

は
ず
だ
。

技
術
系
職
種
よ
り

営
業
系
職
種
で
時
短
が
困
難

「
個
々
の
企
業
の
事
例
を
見
て
も
、
ど
う
し

て
も
優
秀
な
人
材
に
仕
事
が
集
ま
り
、
部
署

内
で
の
二
極
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
業
種
や
営
業
職

な
ど
の
職
種
、
つ
ま
り
第
三
者
へ
の
応
対
が

必
要
な
場
合
、
時
短
が
困
難
と
い
う
声
も
聞

き
ま
す
」（
厚
生
労
働
省
・
能
坂
氏
）

　

こ
れ
は
デ
ー
タ
に
も
表
れ
て
い
る
。
い
わ

ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
中
で
は
、
長
時
間

労
働
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
が
ち
な
技
術
系
専
門

職
が
月
平
均
2
0
4
時
間
で
あ
る
の
に
対

し
、
営
業
・
販
売
職
は
同
2
1
1
・
3
時
間

で
あ
り
、
ま
た
、
月
に
2
4
0
時
間
以
上
働

い
て
い
る
人
も
、
28
・
8
％
と
突
出
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
法
律
・
政
策
の
流
れ
の
詳
細

は
12
ペ
ー
ジ
に
譲
る
が
、
88
年
以
降
進
ん
で

い
た
所
定
内
・
所
定
外
労
働
時
間
の
削
減
、

有
給
休
暇
の
取
得
促
進
な
ど
労
働
者
全
員
に

一
律
で
対
応
す
る
法
律
か
ら
、
状
況
に
合
わ

せ
て
個
別
に
対
応
す
る
法
律
に
シ
フ
ト
し 

て
い
る
。

仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る

社
会
の
気
運
の
醸
成
が
急
務

　

2
0
0
6
年
度
に
「
労
働
安
全
衛
生
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

こ
の
流
れ
で
「
労
働
時
間
等
設
定
改
善
法
」

が
改
正
さ
れ
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
労
働
時
間
な
ど
の
設
定
の

改
善
に
向
け
、
労
使
間
で
の
自
主
的
な
取
り

組
み
を
促
す
こ
と
が
目
的
だ
。
単
に
労
働
時

間
削
減
の
数
値
目
標
を
決
め
る
な
ど
、
一
律

に
企
業
を
扱
う
法
律
で
は
な
く
、
労
働
時
間

の
実
態
を
把
握
し
た
り
、
労
使
間
の
話
し
合

い
の
機
会
を
整
備
し
た
り
、
ま
た
、
有
給
休

暇
を
取
得
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
た
り

と
、
そ
の
企
業
の
個
別
の
状
況
に
合
わ
せ
た

時
短
の
措
置
を
講
じ
て
も
ら
お
う
と
い
う
考

え
方
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

「
中
小
企
業
を
中
心
に
、
労
働
時
間
の
現
状

や
意
識
の
把
握
、
改
善
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
、
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
な
ど
、
労
働
時
間
の
設
定
改
善
に
取
り
組

む
事
業
主
団
体
に
は
、
助
成
金
制
度
も
設
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
、
そ
の
人
そ

の
人
、そ
し
て
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、

ち
ょ
う
ど
い
い
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が

あ
る
は
ず
で
す
。
そ
う
し
た
多
様
な
ニ
ー
ズ

を
無
視
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
と
生
活
の

調
和
を
と
る
べ
く
、
企
業
、
ひ
い
て
は
社
会

の
気
運
を
醸
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」（
能
坂
氏
）
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0 10 20 30 40 50（％）

仕事量が多いから

突発的な仕事があるから

勤務時間外でないとできない仕事があるから

仕事を納得できるように仕上げたいから

納期にゆとりがないから

仕事の繁閑の差が大きいから

人員削減により人手が足りないから

みんなが残業しており、先に帰りづらいから

残業手当を生活の当てにしているから

自分の仕事のやり方が手際悪いから

上司の指示など仕事の仕方に無駄が多いから

残業をしないと査定に影響があると思われるから

その他

無回答

51.0

40.7

20.0

19.9

16.3

15.4

14.9

8.4

7.2

6.1

5.1

2.1

3.0

1.6

0 20 40 60 80 100（％）

0 10 20 30 40 50 60 70（％）

全体 48.3

48.3

17.4 30.9 40.6 7.3

2.7 1.0

73.7
63.9

41.2
27.8

64.2
65.0

31.8

働く人の数「かなり不足」

成果などによる差「拡大した」

処遇などが適切「当てはまる」

人間関係がよい「当てはまる」

労働時間「週50時間以上」

「仕事時間」を減らしたい

現状の時間配分のままでよい

■ かなり増えた　■ やや増えた　■ 変わらない　■ やや減った　■ かなり減った　■ 無回答

ストレス増大　48.3％

回答別に「かなり増えた」「やや増えた」の人の割合を見ると……
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な
ぜ
、
早
く
帰
れ
な
い
の
か
。
こ
こ
で
は

働
く
側
が
挙
げ
る
図
表
6
の
「
所
定
労
働
時

間
を
超
え
て
働
く
と
き
の
理
由
」（
連
合
総

合
生
活
研
究
所
「
第
14
回
勤
労
者
短
観
」）

か
ら
、
そ
の
一
端
を
考
察
す
る
。
最
も
多
い

の
は
「
仕
事
量
が
多
い
」。
そ
の
他
、「
突
発

的
な
仕
事
が
あ
る
か
ら
」「
勤
務
時
間
外
で

な
い
と
で
き
な
い
仕
事
が
あ
る
か
ら
」「
納

期
に
ゆ
と
り
が
な
い
か
ら
」
な
ど
、
働
く
側

残
業
が
増
え
る
理
由
は

会
社
側
、働
く
側
双
方
に

に
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
事
情
が
多
い
。
一

方
で
、「
仕
事
を
納
得
で
き
る
よ
う
に
仕
上
げ

た
い
か
ら
」「
残
業
手
当
を
生
活
の
当
て
に

し
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
、
自
ら
進
ん
で
行
う

残
業
も
あ
る
。
ま
た
「
み
ん
な
が
残
業
し
て

お
り
、
先
に
帰
り
づ
ら
い
か
ら
」「
残
業
を

し
な
い
と
査
定
に
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

か
ら
」
な
ど
、
旧
態
依
然
と
し
た
風
土
を
引

き
ず
る
理
由
も
少
な
い
な
が
ら
存
在
す
る
。

「
有
給
休
暇
に
し
て
も
、
み
ん
な
が
休
め
ば

休
む
が
、
誰
も
休
ま
な
い
か
ら
休
め
な
い
。

圧
倒
的
な
要
員
不
足
も
あ
っ
て
、
周
囲
に
ど

う
し
て
も
気
を
使
っ
て
し
ま
う
。
集
団
の
雰

囲
気
、
個
人
の
意
識
と
も
に
問
題
が
あ
る
わ

け
で
す
」（
連
合
・
勝
尾
氏
）

　

時
短
の
是
正
に
は
、
仕
事
の
生
産
性
の
向

上
、
会
社
側
の
労
務
管
理
、
長
く
続
い
て
き

た
風
土
、
給
与
制
度
な
ど
多
様
な
視
点
か
ら

の
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
見
え
て
く
る
。

長
時
間
労
働
に
よ
っ
て

生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク

　

今
、
仕
事
や
職
場
で
の
ス
ト
レ
ス
が
増
え

て
い
る
と
感
じ
る
人
が
半
数
近
く
に
上
っ
て

い
る
（
図
表
7
）。
長
時
間
労
働
だ
け
が
理

由
で
は
な
い
が
、
働
く
人
の
数
「
か
な
り
不

足
」（
73
・
3
％
）、
労
働
時
間
「
週
50
時
間

以
上
」（
64
・
2
％
）、「
仕
事
時
間
」
を
減

ら
し
た
い
（
65
・
0
％
）
と
、
長
時
間
労
働

に
関
連
し
た
不
満
を
持
つ
人
で
、
ス
ト
レ
ス

が
増
え
て
い
る
と
感
じ
る
人
の
比
率
が
増
え

る
。
全
体
合
計
の
48
・
3
％
、「
現
状
の
時

間
配
分
の
ま
ま
で
よ
い
」
の
31
・
8
％
と
比

較
す
る
と
、
そ
の
多
さ
は
突
出
し
て
お
り
、

ス
ト
レ
ス
と
長
時
間
労
働
は
決
し
て
無
関
係

で
は
な
い
。
ま
た
過
労
死
や
自
殺
、
精
神
性

疾
患
な
ど
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と

は
、
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
労
働
力
不

足
が
鮮
明
に
な
っ
て
く
れ
ば
、
多
様
な
人
材

を
受
け
入
れ
る
に
は
、
長
時
間
労
働
を
前
提

と
し
た
働
き
方
の
み
で
は
立
ち
行
か
な
く
な

る
。
さ
ら
に
、
長
時
間
労
働
に
よ
っ
て
疲
弊

し
た
人
か
ら
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
生
ま

れ
に
く
い
だ
ろ
う
。
こ
の
後
、
こ
う
し
た
長

時
間
労
働
に
よ
っ
て
起
こ
り
う
る
さ
ま
ざ
ま

な
リ
ス
ク
に
も
言
及
し
た
い
。
時
短
を
ブ
ー

ム
に
終
わ
ら
せ
ず
、
本
気
で
取
り
組
む
べ
き

と
き
が
き
て
い
る
よ
う
だ
。

【図表6】所定労働時間を超えて働くときの理由

「仕事量が多い」は�割を超える。「人員削減により人手が足りない」という回答も1�.9％あり、
人員の数に対して適正な業務量ではないと感じている人は多い。
資料出所：連合総合生活研究所第1�回勤労者短観「トピックス2　ワーク・ライフ・バラン
スに関する認識」（2007年10月）　※「残業はしない」を除いて集計　複数回答（３つまで）
■回答者の属性
性別：男性�9.7％、女性�0.3％　年齢：20歳代～ 60歳代前半　居住地：首都圏、
関西圏　雇用形態：（20歳代～ �0歳代）正社員69.3％、非正社員30.7％　（60歳代
前半）正社員37.�％、非正社員62.�％

【図表7】仕事や職場でのストレスの増減

「現状の時間配分のままでよい」という人は、ストレス増大の割合も低い。労働時間とストレ
スには、少なからず関連があることが見て取れる。
資料出所：連合総合生活研究所第1�回勤労者短観「トピックス2　ワーク・ライフ・バラン
スに関する認識」（2007年10月）　※回答者属性は図表6と同様
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江
戸
時
代
に
も
あ
っ
た
？ 

幕
臣
の
長
時
間
労
働

　

時
折
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る

江
戸
時
代
の
お
侍
。
彼
ら
の
勤
務
時
間
は
、

ど
ん
な
状
況
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
旗
本
、

御
家
人
な
ど
江
戸
幕
府
の
幕
臣
の
場
合
を
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
の
山
本
博
文
氏

に
聞
い
た
。「
大
多
数
は
か
な
り
ゆ
っ
た
り
し

た
勤
務
時
間
だ
が
、
一
部
の
エ
リ
ー
ト
は
休

み
な
し
、
長
時
間
勤
務
に
耐
え
て
い
ま
し
た
」

　

江
戸
幕
府
の
幕
臣
は
大
き
く
武
官
で
あ
る

番
方
と
、
文
官
で
あ
る
役
方
に
分
け
ら
れ
る
。

約
5
2
0
0
人
い
る
旗
本
の
う
ち
、
役
方
は

3
0
0
人
程
度
。
そ
れ
以
外
が
番
方
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

武
官
よ
り
大
変
な
文
官

　

番
方
は
い
ざ
戦
と
な
れ
ば
戦
闘
要
員
と
な

る
わ
け
だ
が
、
平
常
時
は
江
戸
城
や
大
阪
城
、

二
条
城
な
ど
の
警
固
が
任
務
と
な
る
。
警
固

は
3
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
1
グ
ル
ー
プ
1
日
半

程
度
、
交
代
で
受
け
持
つ
形
だ
っ
た
。
つ
ま

り
仕
事
は
数
日
に
1
度
、
し
か
も
受
け
持
ち

の
場
所
に
た
だ
詰
め
て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。「
1
日
半
の
担
当
時
間
も
一
人

で
受
け
持
つ
の
で
は
な
く
、
何
人
か
で
交
代

し
て
い
ま
し
た
」。
基
本
的
に
江
戸
時
代
は
平

和
な
時
代
だ
っ
た
か
ら
、
大
部
分
の
旗
本
は
、

こ
う
し
た
ゆ
っ
た
り
し
た
勤
務
を
約
2
6
0

年
間
続
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
大
変
だ
っ
た
の
は
役
方
だ
。
激
務
の

い
っ
た
証
言
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
の
幕
臣
た
ち
と
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ー
ソ
ン
の
長
時
間
労
働
を
比
較
し
て
大
き
く

違
う
の
は
、
長
時
間
労
働
の
対
象
者
が
ご
く

一
部
の
エ
リ
ー
ト
に
限
ら
れ
て
い
た
と
い
う

点
だ
。
役
方
約
3
0
0
人
は
、
旗
本
全
体
の

約
6
％
。
旗
本
の
約
3
倍
い
た
、
よ
り
下
級

の
御
家
人
も
含
め
れ
ば
、
さ
ら
に
一
握
り
の

人
た
ち
と
い
え
る
。「
江
戸
幕
府
で
は
か
な
り

の
長
期
間
か
け
て
、
精
神
的
に
も
体
力
的
に

も
タ
フ
な
、
激
務
に
耐
え
ら
れ
る
人
材
を
選

抜
し
て
い
た
と
い
え
ま
す
」

　

江
戸
の
幕
臣
た
ち
の
働
き
ぶ
り
と
比
べ
て

み
て
も
、
多
く
の
ミ
ド
ル
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
が
長
時
間
労
働
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い

う
現
代
の
状
況
は
、
健
全
な
も
の
と
は
い
え

な
い
よ
う
だ
。

山
本
博
文
氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
）

代
表
格
、
町
奉
行
を
見
て
み
よ
う
。
江
戸
の

行
政
と
司
法
を
担
っ
た
町
奉
行
所
は
、
現
在

の
東
京
都
庁
と
警
視
庁
を
合
わ
せ
た
よ
う
な

役
所
だ
っ
た
。
南
と
北
の
両
奉
行
所
が
、
1

カ
月
交
代
で
業
務
を
担
当
し
た
（
1
カ
月
休

み
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
担
当
期
間
中
に

受
け
付
け
た
案
件
を
次
の
1
カ
月
の
間
も
処

理
し
て
い
た
）。

　

町
奉
行
は
夜
明
け
と
と
も
に
起
床
。
午
前

8
時
ご
ろ
に
は
仕
事
を
始
め
、
午
前
10
時
の

江
戸
城
登
城
ま
で
に
一
仕
事
こ
な
す
。
登
城

後
は
老
中
な
ど
の
幕
閣
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
、

時
に
は
将
軍
に
拝
謁
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
江
戸
追
放
以
上
の
重
罪
と
な
る
案
件
は
、
基

本
的
に
老
中
や
将
軍
の
決
裁
が
必
要
だ
っ
た

か
ら
で
す
」

年
間
の
休
日
は
数
日

　

通
常
お
役
目
で
登
城
し
た
武
士
は
午
後
2

時
ご
ろ
帰
宅
す
る
が
、
町
奉
行
だ
け
は
正
午

ご
ろ
奉
行
所
に
戻
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
も
町
奉
行
の
仕
事
が
多
忙
だ
っ
た
こ
と

へ
の
配
慮
だ
と
い
う
。

　

奉
行
所
に
戻
っ
て
か
ら
は
訴
訟
の
裁
き
な

ど
の
業
務
を
こ
な
し
た
。
当
時
は
明
か
り
が

貴
重
だ
っ
た
た
め
、
通
常
は
日
没
ま
で
が
業

務
時
間
だ
っ
た
が
、
罪
人
が
連
行
さ
れ
て
き

た
り
、
残
務
を
片
付
け
た
り
で
、
仕
事
が
夜

に
及
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

加
え
て
こ
れ
は
町
奉
行
に
限
っ
た
こ
と
で

は
な
い
が
、
当
時
は
土
日
が
休
日
と
い
う
慣

習
は
な
い
。「
こ
う
し
た
生
活
を
平
均
2
、
3

年
の
在
職
期
間
中
、
ほ
ぼ
休
み
な
く
続
け
ま

し
た
。
休
み
ら
し
い
休
み
は
年
間
数
日
程
度

だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
」。
名
奉
行
と
し
て
知

ら
れ
る
大
岡
越
前
に
至
っ
て
は
、
こ
う
し
た

激
務
を
約
20
年
間
続
け
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
ほ
か
幕
府
の
財
務
省
に
当
た
る
勘
定

奉
行
所
の
勘
定
奉
行
、
勘
定
吟
味
役
（
現
在

の
省
庁
の
次
官
ク
ラ
ス
）、
勘
定
組
頭
（
局
長

ク
ラ
ス
）、
勘
定
（
課
長
ク
ラ
ス
）、
老
中
の

秘
書
官
に
当
た
る
奥
右
筆
な
ど
が
「
長
時
間

勤
務
の
エ
リ
ー
ト
役
方
」
に
挙
げ
ら
れ
る
と

い
う
。

「
江
戸
時
代
は
ど
ん
な
判
断
を
下
す
に
も
先

例
が
大
変
重
視
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
な
い
わ
け
で
す
か

ら
、
す
べ
て
を
頭
に
叩
き
込
む
必
要
が
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
は
一
朝
一
夕
に
で
き
る
役
職
で

は
な
か
っ
た
の
で
す
」

激
務
は
ご
く
一
握
り

　

奥
右
筆
に
つ
い
て
い
え
ば
「
奥
右
筆
に
見

習
い
で
入
る
と
、
た
い
て
い
30
日
ぐ
ら
い
は

寝
ら
れ
な
い
そ
う
だ
。
そ
れ
を
た
た
き
上
げ

な
け
れ
ば
、
右
筆
の
勤
め
は
で
き
な
い
」「
大

き
な
つ
づ
ら
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
帳
面

を
、
夜
中
に
調
べ
る
こ
と
な
ど
が
多
い
」
と

やまもと・ひろふみ
東京大学史料編纂所教授
19�7年、岡山県生まれ。
東京大学文学部国史学科
卒業。同大学大学院修士
課程修了。専門は近世日
本の政治・外交史。文学
博士。著書は『将軍と大奥』

『江戸お留守居役の日記』
『切腹』『武士と世間』など
多数。
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厚
生
労
働
省
の「
毎
月
勤
労
統
計
調
査（
毎

勤
）」
に
よ
る
と
、
2
0
0
5
年
の
年
間
労

働
時
間
は
1
8
0
2
時
間
。
1
9
8
8
年
に

は
2
1
0
0
時
間
台
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
、「
時
短
」
は
か
な
り
進
ん
で
き
た
よ
う

に
見
え
ま
す
。

誰
が
ど
の
く
ら
い

働
き
す
ぎ
な
の
か

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
除
か
れ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
残
業
を
含
め
、
性
別
、
年
齢
、
職
種
、

雇
用
形
態
な
ど
で
分
け
て
見
て
い
く
と
、
長

時
間
労
働
で
苦
し
む
人
は
決
し
て
減
っ
て
い

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
お
お
ま
か
に
い

え
ば
「
30
代
の
男
性
、
大
企
業
の
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
」が
最
も
働
き
す
ぎ
だ
と
い
え
ま
す
。

　

総
務
省
統
計
局
の「
労
働
力
調
査（
労
調
）」

の
産
業
・
職
業
別
の
2
0
0
6
年
デ
ー
タ
で
、

全
産
業
男
性
の
週
平
均
労
働
時
間
を
見
る

と
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
に
当
た
る
生
産
工
程
・

労
務
作
業
者
は
45
・
7
時
間
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
専
門
的
・
技
術
的
職
業
従
事
者
46
・

8
時
間
、
管
理
的
職
業
従
事
者
46
・
3
時
間
、

販
売
従
事
者
48
・
9
時
間
で
、
事
務
従
事
者

の
44
・
8
時
間
を
除
け
ば
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
の
労
働
時
間
は
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
よ
り
長
く

な
っ
て
い
ま
す
。
労
働
時
間
と
い
う
面
で

は
、
現
代
は
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
受
難
の
時

代
」
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
近
年
は
、
企
業
規
模
が
大
き
い
ほ
ど

労
働
時
間
が
長
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
80
年

代
に
は
企
業
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
労
働
時
間

が
短
か
っ
た
こ
と
と
比
べ
て
、
注
目
す
べ
き

現
象
で
す
（
図
表
8
参
照
）。

 

「
30
代
の
男
性
、
大
企
業
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
」
に
長
時
間
労
働
が
集
中
す
る
職
場
を
具

体
的
に
考
え
て
み
る
と
、
ま
ず
、
何
年
も
新

卒
採
用
を
停
止
し
、
20
代
の
社
員
が
ほ
と
ん

ど
い
な
い
よ
う
な
、
年
齢
構
成
の
い
び
つ
な

職
場
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
こ
う
い
う
職
場

で
は
、
30
代
の
労
働
者
が
「
新
米
」
の
仕
事

も
「
中
堅
」
の
仕
事
も
背
負
う
こ
と
に
な
り
、

過
大
な
負
担
が
か
か
り
が
ち
で
す
。
あ
る
い

は
、
30
代
の
店
長
だ
け
が
正
社
員
で
、
あ
と

は
全
員
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と

い
う
ケ
ー
ス
。
コ
ン
ビ
ニ
や
外
食
店
、
量
販

店
な
ど
で
、
店
員
は
シ
フ
ト
で
入
れ
替
わ
る

け
れ
ど
も
、
店
長
は
管
理
職
と
し
て
開
店
か

ら
閉
店
ま
で
ず
っ
と
働
い
て
い
る
と
い
う
よ

う
な
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
個
別
の
企
業
・
職
場

に
起
因
す
る
問
題
で
は
な
く
、
背
後
に
大
き

な
社
会
状
況
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
2
0
0 

2
年
ご
ろ
ま
で
続
い
た
長
期
不
況
の
影
響

で
、
リ
ス
ト
ラ
と
新
規
採
用
の
抑
制
が
続
い

て
人
員
が
減
ら
さ
れ
て
き
た
こ
と
。
ま
た
、

不
況
に
加
え
て
労
働
分
野
の
規
制
緩
和
で
派

遣
・
請
負
な
ど
の
「
雇
用
の
外
部
化
」
が
容

易
に
な
っ
た
た
め
に
、
大
企
業
を
中
心
に
正

社
員
の
絞
り
込
み
が
進
ん
だ
こ
と
で
す
。

多
角
的
に
迫
る 

時
短
の
課
題
、時
短
へ
の
道

こ
こ
か
ら
、
時
短
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
の
課
題
、
そ
し
て
そ
れ
を
ど
う
解
決
し
て
い
く
の
か
、

法
律
、
経
済
、
社
会
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
組
織
・
人
事
制
度
な
ど
、
多
角
的
に
考
察
す
る
。

労
働
時
間
の
増
加
、
そ
し
て
、
デ
ー
タ
か
ら
見
え
て
き
た
二
極
化
を
食
い
止
め
る
突
破
口
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

取材・文／五嶋正風、入倉由理子（本誌）　撮影／那須野公紀、平山 諭

「
働
き
す
ぎ
」を
生
み
出
す

資
本
主
義
の
現
代
的
諸
側
面

森
岡
孝
二
氏
（
関
西
大
学
経
済
学
部
教
授
）
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し
か
し
私
は
、
問
題
の
根
源
は
も
っ
と
根

深
く
、資
本
主
義
の
現
代
的
な
諸
側
面
が「
働

き
す
ぎ
」
を
生
み
出
し
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
主
な
側
面
は
次
の
5
つ
で
す
。

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
も

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響

　

ま
ず
、
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い

う
側
面
が
あ
り
ま
す
。
日
本
な
ど
の
先
進
国

の
労
働
者
は
、
低
賃
金
で
労
働
条
件
も
悪
い

途
上
国
の
労
働
者
と
競
争
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

で
、
賃
金
の
引
き
下
げ
と
労
働
時
間
の
増
大

の
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

中
国
・
ア
ジ
ア
諸
国
へ
生
産
拠
点
を
移
す
企

業
が
増
え
始
め
た
90
年
代
後
半
か
ら
、
生
産

工
程
・
労
務
作
業
に
つ
い
て
は
注
目
さ
れ
て

き
た
問
題
で
す
。
し
か
し
、
海
外
の
生
産
現

場
で
は
、
管
理
的
業
務
な
ど
の
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
労
働
者
も
現
地
の
賃
金
水
準
で
雇
用
で

き
る
の
で
、
日
本
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
も
当

然
影
響
を
受
け
る
の
で
す
。

　

第
二
に
、
消
費
の
あ
り
方
が
変
化
し
て
き

た
と
い
う
側
面
。
消
費
者
が
利
便
性
と
ス
ピ

ー
ド
を
求
め
る
ほ
ど
業
務
量
は
増
大
し
、
労

働
は
長
時
間
化
す
る
面
が
あ
り
ま
す
。
コ
ン

ビ
ニ
を
代
表
と
す
る
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
で
店
舗
の
営
業
時
間
が
延
長
さ
れ
、
そ

れ
に
応
じ
て
接
客
や
管
理
な
ど
の
人
員
が
必

要
に
な
り
、
総
労
働
時
間
が
増
え
る
と
い
う

例
を
考
え
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。

　

第
三
に
、「
株
主
資
本
主
義
」。
高
株
価
・

高
配
当
を
最
重
視
す
る
経
営
方
針
の
も
と
で

は
、
労
働
者
の
生
活
や
安
全
、
健
康
な
ど
は

二
の
次
と
な
り
、
労
働
時
間
が
長
く
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。

　

第
四
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
、
派
遣

な
ど
の
「
細
切
れ
労
働
」
が
増
え
た
こ
と
で
、

一
部
の
正
社
員
に
か
え
っ
て
長
時
間
労
働
者

が
増
え
て
き
た
こ
と
。
こ
れ
は
、
先
程
触
れ

た
雇
用
の
外
部
化
や
労
働
分
野
の
規
制
緩
和

と
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
社
会
の
情
報
化
と
い
う

側
面
で
す
。
例
え
ば
、「
勤
務
時
間
外
の
呼

び
出
し
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
に
待
機
す
る
こ

と
」
を
「
オ
ン
コ
ー
ル
」
と
い
い
ま
す
が
、

以
前
か
ら
医
師
な
ど
の
働
き
方
に
は
そ
う
い

う
面
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
e
メ
ー

ル
、
携
帯
電
話
な
ど
の
普
及
に
よ
っ
て
、
あ

ら
ゆ
る
仕
事
が
「
オ
ン
コ
ー
ル
化
」
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、「
い
つ
で
も
要
求

が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
対
応
す
る
」
働
き
方
が
、

普
通
の
労
働
者
に
ま
で
広
が
っ
た
。
会
社
、

顧
客
、
取
引
先
か
ら
仕
事
が
い
つ
で
も
ど
こ

へ
で
も
追
い
か
け
て
き
て
、
仕
事
と
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
と
の
間
、
勤
務
時
間
と
私
的
な
時
間

と
の
境
界
線
は
あ
い
ま
い
に
な
る
一
方
で
す
。

　

ま
た
情
報
化
は
、
前
述
の
4
つ
の
側
面
を

強
化
す
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。
海
外
工
場
で

の
生
産
や
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
、
消
費
者
が
求

め
る
さ
ま
ざ
ま
な
利
便
性
と
ス
ピ
ー
ド
へ
の

対
応
、
オ
ン
コ
ー
ル
の
登
録
派
遣
な
ど
は
、

I
T
の
普
及
に
よ
っ
て
実
現
し
、
進
行
し
た

と
い
え
る
か
ら
で
す
。

 

「
時
短
」
へ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
企
業
お

よ
び
経
営
者
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、
ま
ず

「
こ
れ
以
上
労
働
者
を
働
か
せ
る
制
度
や
シ

ス
テ
ム
を
と
り
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

もりおか・こうじ
関西大学経済学部教授
1944年生まれ。香川大学経済
学部卒業、京都大学大学院博
士課 程退 学。 経 済学博士。
83年より現職。専門は株式会
社論、企業社会論、労働時間
論。著訳書に『働きすぎの時代』

『日本経済の選択』『ワーキング・
プア』（共訳）などがある。

【図表8】企業規模別労働時間　1987年と2006年の比較

注：縦軸は各年の「5 〜 29人」＝100としたときの比
出所：厚生労働省「毎月勤労統計調査（毎勤）」

と
い
う
認
識
を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
労
働
者
の
健
康
全
般
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
問
題
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
、
成
果

主
義
や
オ
ン
コ
ー
ル
化
な
ど
で
時
間
以
上
に

“
疲
れ
の
た
ま
り
や
す
い
働
き
方
”
を
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
直
視
す
れ
ば
、
今
は
「
働

き
す
ぎ
」
だ
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で

す
。

　

加
え
て
、
労
働
者
の
意
欲
を
引
き
出
し
、

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
、
優
秀
な
人
材
を
確

保
す
る
、
と
い
っ
た
長
期
的
な
視
野
か
ら
見

て
も
こ
れ
以
上
の
長
時
間
労
働
は
得
策
で
は

な
い
は
ず
で
す
。

　

近
年
で
は
「
日
本
人
の
労
働
時
間
は
短
く

な
り
す
ぎ
た
。
国
際
競
争
力
を
維
持
す
る
た

め
に
も
っ
と
働
く
べ
き
だ
」
と
い
う
論
調
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
産
業
競
争
力
は
「
長

い
労
働
時
間
、
低
い
賃
金
」
だ
け
で
決
ま
る

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
製
品
の
品
質
の

高
さ
は
、
日
本
の
競
争
力
の
根
源
の
ひ
と
つ

で
す
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
長
時
間
労
働
と
が

あ
い
ま
っ
て
製
品
の
質
が
低
下
す
れ
ば
、
国

際
競
争
力
も
大
幅
に
低
下
し
か
ね
ま
せ
ん
。

 

「
働
き
す
ぎ
」
を
助
長
す
る
よ
う
な
現
代
の

資
本
主
義
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
、「
ど
う

す
れ
ば
不
健
全
な
長
時
間
労
働
を
減
ら
せ
る

の
か
」
と
い
う
の
は
、
確
か
に
難
し
い
問
題

で
す
。
し
か
し
、
総
業
務
量
が
増
え
続
け
、

ど
こ
か
に
し
わ
寄
せ
が
行
き
、
長
時
間
労
働

で
心
身
を
蝕
ま
れ
る
人
が
増
え
、
生
産
性
は

低
下
す
る
と
い
う
状
況
を
放
置
す
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
労
働
時
間
の
制
限
、
短
縮

に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
な
試
み
が
国
全
体
で
必

要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（従業員数）
85

90

110

105

100

95

（比）

5〜29人

100 100

30〜99人

98

103

100〜499人

97

105

500人以上

96

107
■ 1987年
■ 2006年
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ど
の
よ
う
な
政
策
に
基
づ
い
て
法
律
は
形

作
ら
れ
て
い
る
か
、
あ
る
法
律
と
他
の
法
律

と
を
結
び
つ
け
る
政
策
上
の
基
軸
は
何
か
と

い
う
点
を
、
立
法
政
策
や
立
法
過
程
な
ど
の

観
点
か
ら
探
る
の
が
、
私
が
専
攻
す
る
立
法

学
で
す
。
立
法
学
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
労

働
時
間
の
短
縮
に
関
す
る
政
策
は
、
就
業
形

態
・
働
き
方
の
多
様
化
、
更
に
は
少
子
高
齢

化
を
伴
う
人
口
減
少
と
い
う
課
題
に
対
応
す

る
た
め
に
も
、
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

　

労
働
時
間
の
短
縮
に
関
連
す
る
法
律
に
つ

い
て
、制
定
や
改
廃
の
流
れ
を
見
て
い
く
と
、

2
0
0
5
年
に
成
立
、
翌
年
施
行
さ
れ
た
労

働
安
全
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
、タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
法
改
正
で
は
、
時
短
促
進
法
や
労
働
安

全
衛
生
法
な
ど
4
つ
の
法
律
が
一
括
し
て
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は　

2
0
0
5
年
の
法
改
正

　

こ
の
法
改
正
が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
、
ま
ず
そ
の
法

改
正
に
至
る
政
府
の
対
応
を
押
さ
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

近
年
の
労
働
時
間
短
縮
に
関
す
る
政
策
の

動
き
は
、1
9
8
8
年
の「
年
間
総
実
労
働
時

間
1
8
0
0
時
間
」
を
政
府
目
標
と
し
た
閣

議
決
定
に
端
を
発
し
ま
す
（
当
時
の
年
間
総

実
労
働
時
間
は
、
2
1
0
0
時
間
を
超
え
て

い
た
）。
政
府
目
標
を
受
け
、
92
年
に
時
短

促
進
法
が
成
立
。
そ
の
方
策
は
、
週
40
時
間

労
働
制
の
徹
底
、
所
定
外
労
働
の
削
減
、
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
の
3
本
柱
で
す
。

　

時
短
促
進
法
は
、
97
年
、
01
年
と
改
正
を

重
ね
ま
し
た
が
、
そ
の
政
策
的
な
基
軸
を
一

言
で
表
す
な
ら
、「
全
労
働
者
へ
の
一
律
対

応
」
で
す
。
年
間
総
実
労
働
時
間
は
、
98
年

以
降
1
8
0
0
時
間
台
で
推
移
し
て
お
り
、

時
短
促
進
法
は
総
実
労
働
時
間
を
平
均
的
に

下
げ
る
と
い
う
意
味
で
、
一
定
の
効
果
を
挙

げ
た
と
評
価
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
最
近
、
一
律
対
応
で
は
解
決
し
に

く
い
社
会
現
象
が
顕
在
化
し
て
き
ま
し
た
。

労
働
時
間
分
布
の
長
短
二
極
化
現
象
で
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
や
派
遣
労
働
者
な

ど
、
労
働
時
間
が
比
較
的
短
い
人
が
増
え
る

一
方
、
働
き
盛
り
の
30
代
や
40
代
の
男
性
正

社
員
に
業
務
が
集
中
し
、
残
業
時
間
が
増
え

る
状
況
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
労
働
時
間
の
短
縮
に
関
す
る
政
策

は
、
就
業
形
態
・
働
き
方
の
多
様
化
を
視
野

に
入
れ
つ
つ
、
一
律
対
応
か
ら
個
別
対
応
へ

と
舵
を
切
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
法

改
正
と
な
っ
て
現
れ
た
の
が
、
冒
頭
述
べ
た

05
年
の
法
改
正
な
の
で
す
。

　

個
別
対
応
へ
基
軸
を
移
し
た
労
働
時
間
の

短
縮
に
関
す
る
政
策
は
、
仕
事
と
生
活
の
調

和
と
、
過
重
労
働
の
抑
制
と
い
う
、
2
つ
の

面
か
ら
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
取
り
上
げ

ま
し
ょ
う
。
こ
の
考
え
方
を
端
的
に
表
す
の

が
、
労
働
時
間
等
設
定
改
善
法
で
す
。
同
法

に
は
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
と
い
う
文
言

こ
そ
用
い
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
同
法
の
勘

ど
こ
ろ
の
一
つ
は
、「
生
活
」
の
範
囲
が
幅

広
く
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
点
で
す
。

　

労
働
時
間
等
設
定
改
善
法
に
関
す
る
、
具

体
的
な
考
え
方
や
事
業
主
の
取
組
み
方
は
、

労
働
時
間
等
設
定
改
善
指
針
に
示
さ
れ
ま

す
。
こ
の
指
針
で
は
、
労
働
時
間
短
縮
の
推

進
や
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
、
所
定
外

労
働
の
削
減
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、「
特
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
労
働
者
」

と
し
て
、
子
の
養
育
又
は
家
族
の
介
護
を
行

う
労
働
者
、
妊
娠
中
及
び
出
産
後
の
女
性
労

働
者
、
単
身
赴
任
者
、
自
発
的
な
職
業
能
力

開
発
を
図
る
労
働
者
、
地
域
活
動
等
を
行
う

労
働
者
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
子
の
養
育
や
家
族
の
介
護
を
す

る
労
働
者
で
あ
れ
ば
、
育
児
休
業
、
介
護
休

業
、
子
の
看
護
休
暇
、
勤
務
時
間
の
短
縮
等

の
措
置
な
ど
育
児
介
護
休
業
法
に
規
定
さ
れ

る
も
の
の
ほ
か
、
出
生
時
に
お
け
る
父
親
の

休
暇
制
度
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
発
的
な
職
業
能
力
開
発
を
図
る
労
働
者

で
あ
れ
ば
、
有
給
教
育
訓
練
休
暇
や
長
期
教

育
訓
練
休
暇
の
付
与
、
始
業
・
終
業
時
刻
の

変
更
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
指
針
は
「
生
活
」
の
内
容
に
つ
い
て
、

家
庭
生
活
（
妊
娠
中
や
出
産
後
、
子
の
養
育

や
家
族
の
介
護
を
す
る
場
合
）の
み
な
ら
ず
、

てらやま・よういち
香川大学法学部教授
平成国際大学客員教授
1959年生まれ。慶應義塾大学
法学部卒業。中央大学大学院
法学研究科前期博士課程修
了。その後、労働省（現厚生労
働省）に入省。2006年4月から
現職。立法学の立場からの論
文を多数執筆している。

法
体
系
全
体
を
眺
め
る
視
点
を

求
め
ら
れ
る
多
様
化
へ
の
対
応

寺
山
洋
一
氏
（
香
川
大
学
法
学
部
教
授
）
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個
人
生
活
（
単
身
赴
任
者
、
自
己
啓
発
を
図

る
場
合
）、
社
会
生
活
（
地
域
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
場
合
）
に
ま
で
裾
野

を
広
げ
て
い
る
の
で
す
。

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
と
い
う
考
え
方
は
、

徐
々
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
07
年
11
月
に
成

立
し
た
、「
労
働
分
野
の
民
法
」
と
い
わ
れ

る
労
働
契
約
法
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
衆
議
院
の
修
正
で
、「
労
働
契
約
は
、

労
働
者
及
び
使
用
者
が
仕
事
と
生
活
の
調
和

に
も
配
慮
し
つ
つ
締
結
し
、
又
は
変
更
す
べ

き
も
の
と
す
る
」（
同
法
第
3
条
第
3
項
）と
、

条
項
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
過
重
労
働
の
抑
制
の
面
で
す
。
労

働
時
間
分
布
の
長
短
二
極
化
に
お
け
る
、
長

時
間
労
働
者
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　

過
重
労
働
を
抑
制
す
る
方
策
は
、
2
つ
の

側
面
を
持
ち
ま
す
。労
働
時
間
管
理
の
面
と
、

労
働
者
の
健
康
管
理
の
面
で
す
。

　

労
働
時
間
管
理
に
つ
い
て
は
、
長
時
間
労

働
が
過
重
労
働
の
主
な
要
因
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
労
働
基
準
法
や
労
働
時
間
等
設
定
改
善

法
が
、
そ
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

労
働
者
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
は
、
労
働

安
全
衛
生
法
が
、そ
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

冒
頭
述
べ
た
、
05
年
の
法
改
正
で
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
時
間
外
・

休
日
労
働
時
間
が
1
カ
月
当
た
り
1
0
0
時

間
を
超
え
、
か
つ
、
疲
労
の
蓄
積
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
、
労
働
者
本
人
の
申
し
出

で
、
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
を
企
業
に
義
務

付
け
た
こ
と
で
す
。

　

労
働
時
間
の
短
縮
に
関
す
る
政
策
が
、
就

業
形
態
・
働
き
方
の
多
様
化
を
視
野
に
入
れ

て
、
個
別
対
応
に
舵
を
切
っ
て
き
た
流
れ
を

見
て
き
ま
し
た
。

明
ら
か
に
な
っ
て
く
る

政
府
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

こ
れ
に
少
子
高
齢
化
を
伴
う
人
口
減
少
社

会
と
い
う
視
点
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
政
府

は
法
律
を
通
じ
て
、
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
し
て
い
る
か
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

人
口
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
社
会
で
は
、
働

き
盛
り
の
男
性
と
い
う
層
を
主
な
対
象
に
、

企
業
の
ル
ー
ル
（
終
身
雇
用
や
年
功
序
列
型

賃
金
と
い
う
慣
行
）を
当
て
は
め
る
形
で
も
、

十
分
な
労
働
力
を
確
保
で
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
少
子
高
齢
化
を
伴
う
人
口
減
少

社
会
で
は
、
こ
う
し
た
特
定
の
層
頼
み
で
は
、

労
働
力
の
十
分
な
確
保
が
お
ぼ
つ
か
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
若
者
、
女
性
、
高

齢
者
、
外
国
人
と
い
っ
た
多
様
な
人
た
ち
に

も
、
雇
用
の
場
に
参
加
し
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
結
果
、
就
業
形
態
・
働
き

方
の
多
様
化
は
一
層
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

労
働
時
間
等
設
定
改
善
指
針
で
挙
げ
ら
れ

て
い
た
、
子
の
養
育
を
行
う
労
働
者
、
妊
娠

中
や
出
産
後
の
女
性
労
働
者
を
思
い
出
し
て

く
だ
さ
い
。
出
産
や
育
児
を
理
由
に
企
業
を

退
職
す
る
の
で
は
な
く
、
産
休
や
育
児
休
業

を
取
り
や
す
く
し
、
勤
務
時
間
を
短
縮
す
る

な
ど
し
て
、
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立

を
進
め
な
け
れ
ば
、
貴
重
な
人
材
を
失
う
こ

と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
少
子
化
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

自
発
的
な
職
業
能
力
開
発
を
図
る
労
働
者

へ
の
配
慮
も
、
就
業
形
態
・
働
き
方
の
多
様

化
や
少
子
高
齢
化
社
会
と
結
び
つ
い
て
い
ま

す
。
働
き
盛
り
の
男
性
と
い
う
均
質
な
人
材

が
集
ま
っ
て
い
る
な
ら
、階
層
別
研
修
な
ど
、

企
業
側
が
あ
る
程
度
画
一
的
な
教
育
訓
練
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
す
る
こ
と
も
容
易
で
し
ょ

う
。
で
す
が
、
就
業
形
態
・
働
き
方
が
多
様

化
す
れ
ば
、
画
一
的
メ
ニ
ュ
ー
で
は
徐
々
に

対
応
が
難
し
く
な
る
。
労
働
者
個
人
を
見
れ

ば
資
格
学
校
や
大
学
院
に
通
い
、
自
己
啓
発

を
進
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

労
働
力
人
口
は
確
実
に
減
少
し
て
い
く
の

で
、
労
働
者
一
人
ひ
と
り
の
生
産
性
を
高
め

る
た
め
に
も
、
労
働
時
間
の
短
縮
や
休
暇
制

度
の
充
実
、
す
な
わ
ち
仕
事
と
生
活
の
調
和

が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

　

法
律
の
話
に
な
る
と
逐
条
解
釈
や
判
例
に

関
心
が
向
か
い
、「
わ
が
社
の
人
事
労
務
管

理
は
、
こ
の
条
項
に
違
反
し
て
い
な
い
か
。

こ
の
規
定
は
罰
則
規
定
で
は
な
い
か
ら
、
ほ

ど
ほ
ど
に
あ
し
ら
え
ば
い
い
」
と
い
っ
た
、

表
面
的
な
対
応
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

で
す
が
最
近
の
労
働
立
法
で
は
、
事
業
主

の
努
力
義
務
、
配
慮
義
務
、
措
置
義
務
、
罰

則
を
伴
わ
な
い
義
務
な
ど
、
多
様
な
立
法
形

態
が
現
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で

は
、
法
律
の
背
後
に
あ
る
政
策
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
読
み
解
き
、「
就
業
形
態
・
働
き
方
の

多
様
化
に
対
応
し
た
採
用
計
画
を
、
ど
う
立

て
る
べ
き
か
。
従
業
員
や
入
社
希
望
者
に
対

す
る
自
己
啓
発
支
援
策
を
、
ど
う
打
ち
出
す

か
」
と
い
っ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

【図表9】労働時間短縮に関連する政策の流れ

出典：寺山氏提供の資料を元に編集部で作成

労働時間の短縮
● 時短促進法など

職業生活と家庭生活の両立

仕事と生活の調和

就業形態・働き方
の

多様化

少子高齢化を伴う
人口減少社会

過重労働の抑制

労働時間管理の面

労働者の健康管理の面

一律に対応
する政策

● 育児介護休業法

● 労働時間等設定改善法
● 労働契約法

● 労働基準法

● 労働安全衛生法

個別に対応
する政策

● 労働時間等設定改善法

＝
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大
学
の
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
「
時
短
」

を
選
ん
で
以
来
、
20
年
に
わ
た
っ
て
「
労
働

時
間
」
の
視
点
か
ら
経
済
や
企
業
、
組
織
や

社
会
の
問
題
点
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
成
果
を
ま
と
め
、
上
梓
し
た
の
が
『
エ
ン

ド
レ
ス
・
ワ
ー
カ
ー
ズ
』（
日
本
経
済
新
聞

出
版
社
）
で
す
。
そ
の
表
題
通
り
、
終
わ
り

な
き
仕
事
に
追
わ
れ
る
日
本
の
ワ
ー
キ
ン
グ

パ
ー
ソ
ン
た
ち
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
に
基

づ
い
て
述
べ
、
そ
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の
中
で
指
摘
し
た
か

っ
た
の
は
、「
日
本
の
長
時
間
労
働
の
問
題

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
複
雑
に
絡
ま
り
合

い
、
そ
れ
を
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
」
と
い
う
こ
と
。

　

時
短
の
問
題
は
法
律
が
悪
い
、
会
社
が
悪

い
、
働
く
側
が
悪
い
…
…
と
、
ど
れ
か
ひ
と

つ
に
責
任
を
押
し
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
。

関
係
す
る
人
す
べ
て
の
責
任
と
い
っ
て
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

1
9
8
0
年
代
半
ば
以
降
、
外
圧
や
労
働

基
準
法
の
改
正
な
ど
の
流
れ
の
中
で
、
時
短

は
ひ
と
つ
の
ブ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
90
年
代
の
長
期
不
況
に
よ
る
人
件
費
抑
制

が
、
非
正
社
員
の
増
加
を
生
み
ま
す
。

　

私
が
勤
務
す
る
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機

構
（
以
下
J
I
L
P
T
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

労
働
時
間
が
長
く
な
る
理
由
の
1
位
は
『
業

務
量
が
多
い
』
こ
と
。
一
般
的
に
非
正
社
員

は
勤
務
時
間
が
短
い
こ
と
が
多
い
で
す
か

ら
、
ど
う
し
て
も
正
社
員
が
残
業
せ
ざ
る
を

得
な
い
わ
け
で
す
。

　

さ
ら
に
問
題
は
、
90
年
代
に
こ
ぞ
っ
て
導

入
さ
れ
た
成
果
主
義
に
も
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
成
果
主
義
の
す
べ
て
が
悪
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
人
は
元
来

勤
勉
で
す
。
成
果
主
義
の
枠
組
み
の
中
で
、

目
標
が
決
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

と
に
か
く
頑
張
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
達
成
し

た
ら
、
翌
年
の
目
標
は
確
実
に
上
が
る
。
そ

し
て
そ
れ
に
向
か
っ
て
ま
た
頑
張
る
。
先
の

J
I
L
P
T
の
調
査
で
労
働
時
間
が
長
く

な
る
理
由
の
2
位
に
「
自
分
の
仕
事
だ
か
ら

き
ち
ん
と
仕
上
げ
た
い
」
が
挙
が
っ
て
い
ま

す
。
複
数
回
答
の
調
査
な
の
で
、「
業
務
量

が
多
い
」
と
「
自
分
の
仕
事
だ
か
ら
き
ち
ん

と
仕
上
げ
た
い
」
の
両
方
を
挙
げ
て
い
る
人

も
多
い
。
仕
事
が
多
く
て
大
変
と
思
い
な
が

ら
も
、
い
い
仕
事
を
し
た
い
、
目
標
は
達
成

し
た
い
。
こ
れ
は
日
本
人
の
気
質
で
あ
り
、

成
果
主
義
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
労

働
時
間
を
増
や
す
ひ
と
つ
の
原
因
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

時
短
に
は
業
務
量
の
分
析
と

適
正
な
配
分
が
不
可
欠

　

こ
う
し
た
現
状
を
変
え
る
た
め
に
、
多
す

ぎ
る
業
務
量
を
調
整
す
る
抜
本
的
な
施
策
を

講
じ
る
と
き
が
来
て
い
ま
す
。
仕
事
量
、
責

任
の
重
さ
な
ど
の
性
質
を
あ
る
意
味
科
学
的

に
計
算
し
て
、
そ
の
部
門
、
部
署
の
仕
事
を

こ
な
す
に
当
た
り
、
適
切
な
人
員
数
を
測
定

す
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
適
切
な
人
員

数
を
も
と
に
、
な
ぜ
長
時
間
働
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
を
分
析
し
ま
す
。
効
率
が
悪

い
の
か
、
特
定
の
個
人
に
仕
事
が
集
中
し
て

い
な
い
か
と
い
っ
た
原
因
を
明
確
に
し
な
け

れ
ば
、
改
善
の
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

個
人
の
仕
事
内
容
の
把
握
は
、
本
来
な
ら

ば
管
理
者
、
つ
ま
り
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
業
務
の

中
で
行
っ
て
然
る
べ
き
。
し
か
し
、
近
年
は

プ
レ
ー
イ
ン
グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
増
加
し
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
以
外
に
も
自
身
の
仕
事
や
目
標

を
持
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
部
下
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
割
く
時
間
が

減
り
、
部
下
の
業
務
を
詳
し
く
知
る
余
裕
が

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
予
想
で
き

ま
す
。
忙
し
さ
に
か
ま
け
て
業
務
の
把
握
を

怠
り
、
そ
れ
が
部
下
の
身
体
、
精
神
疾
患
に

つ
な
が
れ
ば
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
、
他
の

部
下
に
も
し
わ
寄
せ
が
出
る
な
ど
、
部
署
全

体
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
可
能
性
す
ら
あ

る
。
業
務
の
分
析
と
適
正
な
配
分
は
リ
ス
ク

ヘ
ッ
ジ
と
と
ら
え
て
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き

で
し
ょ
う
。

　

業
務
の
把
握
と
並
行
し
て
、「
1
0
0
点

が
必
須
な
仕
事
」
と
「
80
点
で
い
い
仕
事
」

の
線
引
き
も
必
要
で
す
。
成
果
主
義
の
導
入

が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
、
15
年
以
上
。
そ
ろ

そ
ろ
見
直
し
を
し
て
も
い
い
時
期
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
目
標
を
与
え
ら
れ
た
瞬
間
、

多
く
の
日
本
人
は
そ
れ
を
完
璧
に
こ
な
そ
う

と
し
ま
す
。
で
も
、
本
当
は
す
べ
て
が
完
璧

企
業
、個
人
、消
費
者
…
…

関
係
す
る
人
す
べ
て
の
責
任

小
倉
一
哉
氏
（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構　

主
任
研
究
員
）
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で
あ
る
必
要
は
な
い
は
ず
。
医
者
は
常
に

1
0
0
点
の
仕
事
を
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
例

え
ば
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
仕
事
で
、
部
内
の

非
公
式
な
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
だ
け
の
資
料

に
、
見
た
目
や
言
葉
遣
い
の
完
璧
さ
は
必
要

で
し
ょ
う
か
。
上
司
が
部
下
の
業
務
を
把
握

し
、「
こ
の
仕
事
は
80
点
で
い
い
」
と
線
引

き
す
る
ス
キ
ル
が
あ
れ
ば
、
労
働
時
間
は
ず

い
ぶ
ん
減
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

機
能
す
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
と
は

　

一
昨
年
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ

シ
ョ
ン
は
官
民
を
巻
き
込
ん
で
大
き
な
論
争

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
業
務
量
が
適
正
で
な
く
、
し
か

も
ま
だ
ま
だ
『
上
司
が
い
る
と
帰
り
に
く

い
』
と
い
う
風
土
が
残
る
日
本
で
は
、
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
は
『
残
業

代
カ
ッ
ト
法
案
』
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
あ

り
ま
せ
ん
。
今
週
は
忙
し
い
か
ら
毎
日
10
時

間
働
い
て
、
そ
の
次
の
週
は
6
時
間
し
か
働

か
な
い
。
こ
れ
が
現
実
的
に
で
き
る
よ
う
に

な
る
、
つ
ま
り
働
く
側
が
業
務
量
と
働
く
時

間
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
を
持
て
る
よ

う
に
な
っ
て
こ
そ
、
企
業
側
が
主
張
す
る
よ

う
な
時
短
と
生
産
性
の
向
上
の
効
果
が
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

便
利
さ
を
ど
こ
ま
で
も
求
め
る

消
費
者
と
し
て
の
責
任
も
あ
る

　

こ
こ
ま
で
企
業
と
働
く
個
人
の
責
任
に
つ

い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
消
費
者
と
し
て

の
個
人
の
責
任
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
み
な

ら
ず
、
ス
ー
パ
ー
も
深
夜
に
営
業
し
て
い
た

り
し
ま
す
。
ほ
し
い
も
の
を
い
つ
で
も
手
に

入
れ
た
い
。
日
本
人
は
、
世
界
で
一
番
サ
ー

ビ
ス
業
に
対
す
る
要
求
が
厳
し
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

消
費
者
と
し
て
は
便
利
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
で
働
く
人
の
こ

と
に
視
点
を
移
す
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
例

え
ば
10
時
間
営
業
だ
っ
た
店
舗
が
、
15
時
間

営
業
に
な
っ
た
場
合
、
単
純
に
1
・
5
倍
の

人
員
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
態

と
し
て
は
そ
う
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
こ

う
し
た
職
場
で
は
非
正
社
員
が
多
く
働
き
、

そ
の
監
督
者
で
あ
る
正
社
員
は
長
い
時
間
働

か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
、
閉
店
法
な
ど
の
法

律
で
開
店
時
間
や
閉
店
時
間
、
休
日
な
ど
も

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
が
で
き
た

由
来
に
は
、
日
曜
日
く
ら
い
は
み
ん
な
休
も

う
と
い
う
社
会
全
体
の
配
慮
が
あ
っ
た
は
ず

で
す
。
も
ち
ろ
ん
日
曜
日
に
す
べ
て
の
店
舗

が
閉
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、
路
上
に
市
場
が

立
っ
た
り
、
小
さ
な
商
店
が
店
を
開
け
た
り

し
て
い
る
か
ら
本
当
に
困
る
こ
と
は
な
い
。

日
本
で
も
つ
い
30
年
ほ
ど
前
に
は
み
ん
な
が

小
さ
な
商
店
で
買
い
物
を
し
、
19
時
く
ら
い

に
店
を
閉
め
て
も
誰
も
文
句
を
言
う
こ
と
は

な
か
っ
た
ん
で
す
。
多
く
の
人
が
労
働
時
間

が
長
い
と
嘆
き
な
が
ら
、
深
夜
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
毎
晩
買
い
物
を
す
る
の

は
、
ど
う
も
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。
深
夜
に

おぐら・かずや
1993年早稲田大学大学院商
学研究科博士課程単位取得退
学。日本労働研究機構研究員
を経て、現職。博士（商学）。
主な業績に『日本人の年休取得
行動 』（日本労働研究機構、
2003年、冲永賞受賞）など。
著書に『エンドレス・ワーカーズ〜
働きすぎ日本人の実像』（2007
年、日本経済新聞出版社）。

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
見
出
し
、
展
開
す
る

経
営
者
も
、
そ
れ
を
許
す
消
費
者
双
方
に
問

題
が
あ
る
の
で
す
。

　

便
利
さ
を
ど
こ
ま
で
追
求
す
る
の
か
。
こ

の
問
い
か
け
を
今
こ
そ
す
べ
き
で
す
。企
業
、

個
人
、
ひ
い
て
は
日
本
の
成
長
は
も
ち
ろ
ん

重
要
で
す
。
し
か
し
、環
境
や
働
く
人
の
心
、

体
を
破
壊
し
て
ま
で
成
長
す
る
意
味
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。み
ん
な
が
環
境
に
配
慮
し
、

働
く
人
が
本
来
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
中
で
働
き
、
健
全
な
生
活
を
営
ん
で
、
緩

や
か
な
成
長
が
可
能
な
社
会
こ
そ
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
数
十
年
、
日
本
を
支
配
し
て
き
た
の

は
、
あ
る
種
の
拝
金
主
義
だ
と
思
い
ま
す
。

社
会
も
、
企
業
も
、
働
く
側
も
「
金
」
に
支

配
さ
れ
た
こ
と
が
、
働
き
す
ぎ
の
一
因
に
な

っ
た
の
は
否
定
で
き
な
い
。
10
年
、20
年
後
、

日
本
は
何
を
選
択
す
べ
き
か
、
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
理
想
形
が
見
え
ず

に
み
ん
な
が
模
索
し
て
い
る
状
態
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

時
短
の
問
題
に
は
、
特
効
薬
も
「
誰
が
始

め
る
べ
き
」
と
い
う
セ
オ
リ
ー
も
な
い
。
経

営
者
や
労
働
組
合
が
旗
振
り
役
に
な
れ
れ
ば

そ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
し
、
マ
ネ
ジ
ャ

ー
で
あ
れ
ば
、
自
ら
が
管
理
す
る
部
署
な
ど

小
さ
な
単
位
で
も
い
い
。
そ
し
て
、
一
消
費

者
と
し
て
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
原
因
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
が
絡
み

合
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
う
簡
単
に
は

変
わ
ら
な
い
。
で
も
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
、

で
き
る
こ
と
を
や
る
し
か
な
い
。続
け
れ
ば
、

そ
れ
も
一
定
の
効
果
は
あ
る
は
ず
で
す
。
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現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
・
企
業
で
産
業

医
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
実
感

す
る
の
は
、
精
神
性
的
不
調
を
訴
え
る
人
が

年
を
追
う
ご
と
に
、
確
実
に
増
え
て
い
る
こ

と
で
す
。
そ
の
原
因
は
決
し
て
長
時
間
労
働

だ
け
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
仕
事
の
量
的
負

担
、
難
易
度
の
上
昇
、
対
人
関
係
な
ど
労
働

環
境
を
原
因
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
多
い
で

し
ょ
う
。

　

以
前
は
企
業
が
従
業
員
の
健
康
で
最
も
気

を
使
っ
て
い
た
の
は
、生
活
習
慣
病
で
し
た
。

し
か
し
こ
の
数
年
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
系
の

症
状
、病
へ
の
対
応
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
確
実
に
精
神
的
疾
患
に
か
か
る
人

が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

増
加
の
傾
向
を
見
る
と
、
都
会
が
多
い
か

と
思
え
ば
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

長
時
間
労
働
が
話
題
と
な
る
「
I
T
系
に
多

い
の
で
は
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
特
定
の
業
種
で
多
い
と
い
う
こ
と
も
な

い
。
こ
れ
は
、
地
域
、
業
界
に
限
ら
な
い
、

深
刻
な
状
態
だ
と
い
え
る
の
で
す
。

　

で
は
、
長
時
間
労
働
な
ど
労
働
環
境
が
精

神
的
な
不
調
に
つ
な
が
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

労
働
環
境
が
き
っ
か
け
と
な
り

孤
立
感
が
追
い
打
ち
を
か
け
る

　

図
表
9
を
見
て
く
だ
さ
い
。
労
働
環
境
の

ス
ト
レ
ス
・
問
題
は
家
庭
の
そ
れ
と
同
様
に
、

精
神
性
疾
患
の
「
き
っ
か
け
」
を
つ
く
り
ま

す
。
そ
れ
が
継
続
し
た
り
、
本
人
の
対
処
で

解
決
し
な
い
と
、
痛
み
や
だ
る
さ
な
ど
の
身

体
面
、
落
ち
込
み
な
ど
の
心
理
面
で
の
ス
ト

レ
ス
反
応
と
な
っ
て
表
れ
て
く
る
。さ
ら
に
、

こ
こ
に
「
孤
立
」
や
「
低
い
自
由
度
」
と
い

う
要
因
が
強
ま
る
と
、
よ
り
症
状
を
重
く
す

る
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
常
に
納
期
に
追
わ
れ
る
よ
う
な
毎

日
の
中
で
、
か
な
り
危
う
い
状
態
が
続
い
た

際
に
、
ペ
ア
で
動
い
て
い
る
上
司
の
サ
ポ
ー

ト
が
な
い
と
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で

は
、
支
援
の
乏
し
さ
か
ら
孤
立
感
が
募
り
、

追
い
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
私
は
官

庁
で
産
業
医
を
長
く
務
め
て
い
ま
す
が
、
常

に
国
会
に
仕
事
を
左
右
さ
れ
、
自
分
で
仕
事

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る

人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
も
と
も
と
労
働

時
間
が
長
い
だ
け
に
、
自
由
を
制
約
さ
れ
た

束
縛
感
が
ス
ト
レ
ス
を
増
大
さ
せ
る
例
も
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
つ
い
に
は
、
う
つ
病
、
心

身
症
、
高
血
圧
な
ど
、
ス
ト
レ
ス
を
原
因
と

し
た
「
病
気
」
に
ま
で
進
展
し
て
し
ま
う
の

で
す
。

　

た
と
え
精
神
性
疾
患
で
も
、
最
初
は
体
に

症
状
が
出
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
特
定
の
要
因
を
契
機
に

起
こ
る
反
応
性
う
つ
病
を
例
に
と
る
と
、
体

が
疲
弊
、
疲
労
し
、
肩
こ
り
や
目
の
疲
れ
、

だ
る
さ
な
ど
が
ま
ず
出
て
く
る
。
そ
れ
が
慢

性
化
し
て
、
頭
痛
、
腰
痛
、
不
眠
へ
と
進
展
。

さ
ら
に
そ
れ
が
進
む
と
、
何
を
す
る
に
も
億

劫
に
な
っ
た
り
気
分
に
ム
ラ
が
出
た
り
と
心

理
的
な
症
状
が
顔
を
出
し
、
ひ
い
て
は
意
欲

の
低
下
や
引
き
こ
も
り
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
（
図
表
10
）。

水
際
で
不
調
を
発
見
す
る

仕
組
み
づ
く
り
が
急
務

　

こ
の
よ
う
に
、
身
体
的
症
状
は
、
精
神
性

疾
患
の
サ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。精
神
性
疾
患
も
一
般
の
病
気
と
同
様
に
、

早
期
対
処
を
す
れ
ば
治
り
も
早
い
。
で
す
か

ら
、
早
期
に
発
見
す
る
仕
組
み
を
企
業
が 

つ
く
っ
て
お
く
こ
と
が
、
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　

精
神
性
疾
患
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め

に
、
企
業
が
で
き
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
労
働

時
間
の
長
さ
を
目
安
に
、
き
め
細
か
な
サ
ポ

ー
ト
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

私
が
産
業
医
を
務
め
る
あ
る
企
業
で
は
、

年
に
一
度
、
勤
務
時
間
や
仕
事
の
質
、
ス
ト

レ
ス
度
、
疲
労
の
症
状
な
ど
を
調
査
票
で
聞

き
、
そ
の
人
の
精
神
的
負
担
や
身
体
的
負
担

を
確
認
し
ま
す
。
そ
こ
で
部
署
ご
と
に
傾
向

を
見
て
、
職
場
の
健
康
度
を
測
定
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
月
間
80
時
間
以
上
残
業
す
る
社

員
に
対
し
、
面
談
を
実
施
。
法
律
で
は
、
月

間
1
0
0
時
間
以
上
残
業
す
る
社
員
に
対
し

て
面
談
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す

が
、
こ
の
会
社
で
は
よ
り
早
い
段
階
、
軽
度

こうやま・あきお
北海道大学医学部卒業。 北
海道大学医学部助教授、外務
省大臣官房人事課企画官、を
歴任。現在は臨床精神科医と
しての診療に加え、休業相談、
復職ケアなど産業メンタルヘル
ス業務を担当。外務省メディカ
ルアドバイザー、日本精神科救
急学会理事（国際関係担当）、
日本産業精神保健学会評議員
などを務める。

精
神
的
不
調
を
水
際
で
発
見

そ
の
仕
組
み
が
時
短
の
道
に

神
山
昭
男
氏
（
有
楽
町
桜
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
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な
段
階
で
の
発
見
・
対
策
に
力
を
注
い
で
い

る
の
で
す
。

　

そ
し
て
重
要
な
の
は
、
産
業
医
と
人
事
・

総
務
な
ど
労
務
管
理
を
担
う
部
署
と
の
連
携

で
す
。
特
に
精
神
性
疾
患
の
症
状
が
あ
る
場

合
、
か
つ
て
は
産
業
医
と
人
事
・
総
務
が
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
人
事
配
置
、
昇
格

な
ど
に
影
響
が
出
る
と
し
て
、
あ
る
意
味
タ

ブ
ー
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
の
よ
う
に
精
神
的
な
不
調

を
訴
え
る
人
が
増
え
て
く
れ
ば
、
そ
う
も
言

っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
産
業
医
や
精
神
科
医

に
留
ま
ら
ず
、
労
働
環
境
に
責
任
を
持
つ
部

署
が
積
極
的
に
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
し
ょ

う
。

　

私
が
と
る
具
体
的
な
対
策
を
説
明
し
て
お

き
ま
す
。
精
神
的
な
不
調
を
訴
え
、
そ
れ
が

職
務
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
場
合
、
ま
ず
は
本

人
の
承
諾
を
得
て
産
業
医
、
上
司
、
人
事
と

と
も
に
労
働
環
境
と
職
務
の
調
整
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

例
え
ば
血
圧
の
高
い
人
に
深
夜
残
業
を
続

け
さ
せ
る
と
、
突
然
死
な
ど
の
深
刻
な
事
態

を
招
き
か
ね
な
い
。
そ
ん
な
場
合
は
部
署
内

外
で
仕
事
を
調
整
し
、
深
夜
残
業
を
や
め
さ

せ
る
よ
う
な
施
策
を
と
り
ま
す
。
ま
た
、
精

神
的
な
不
調
を
訴
え
る
人
が
い
る
な
ら
ば
、

ス
ト
レ
ス
の
軽
減
に
つ
な
が
る
ち
ょ
う
ど
い

い
質
、量
の
仕
事
を
用
意
す
べ
き
な
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
症
状
が
深
刻
化
し
、
休
業
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
も
、
単
に
復
帰
の
時
期
を

決
め
る
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。

　

自
宅
で
の
十
分
な
休
養
期
間
を
経
て
、
心

身
が
安
定
し
た
ら
、
ま
ず
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

で
の
日
課
を
つ
く
る
。
そ
し
て
復
職
の
準
備

に
入
り
、
配
置
、
職
場
で
の
勤
務
時
間
や
仕

事
内
容
を
決
め
ま
す
。
勤
務
開
始
後
は
徐
々

に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
る
。
こ
の
流
れ

を
基
本
に
、
個
別
に
プ
ロ
セ
ス
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
く
。

　

産
業
医
と
人
事
や
総
務
が
一
体
と
な
っ

て
、
生
活
面
、
心
理
面
、
作
業
面
の
ケ
ア
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

仕
事
へ
の
向
き
合
い
方
を

変
え
る
問
い
か
け
を
続
け
る

　

こ
こ
ま
で
、
従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

を
ケ
ア
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ

て
き
ま
し
た
。
加
え
て
言
う
な
ら
ば
、
こ
の

取
り
組
み
は
、
ひ
い
て
は
時
短
へ
の
取
り
組

み
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
個
々
の
従
業

員
の
労
働
時
間
と
体
調
、
ス
ト
レ
ス
を
把
握

す
る
。
問
題
が
あ
る
場
合
、
そ
の
原
因
を
解

消
す
べ
く
仕
事
の
質
、
量
を
適
正
化
す
る
。

こ
れ
は
時
短
に
向
か
う
た
め
に
も
、
通
ら
ざ

る
を
得
な
い
道
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
労
働
時
間
が
長
い
こ
と
の
責

任
す
べ
て
を
、
企
業
だ
け
に
押
し
付
け
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
産
業
医
を
務
め

る
企
業
で
、
会
社
が
帰
れ
と
言
っ
て
も
、
帰

ろ
う
と
し
な
い
社
員
の
姿
を
多
く
見
て
き
ま

し
た
。

　

日
本
の
ワ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ソ
ン
た
ち
の
仕

事
の
質
は
高
い
し
、
密
度
も
濃
い
。
そ
れ
を

決
し
て
悪
い
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
彼
ら
に

仕
事
へ
の
向
き
合
い
方
、
取
り
組
み
方
を
再

考
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
と
問
い
か
け
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

長
時
間
働
い
て
い
て
も
、
仕
事
に
大
き
な

や
り
が
い
を
持
っ
て
い
た
り
、
人
間
関
係
も

良
好
で
仕
事
を
任
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感

が
あ
っ
た
り
す
る
場
合
、
先
に
述
べ
た
「
促

進
要
因
」
が
働
か
ず
、
持
ち
こ
た
え
て
い
く

こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は

「
仕
事
中
毒
」
に
近
く
、
後
に
「
急
に
へ
ば

っ
て
」
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　

学
会
な
ど
で
世
界
の
都
市
を
訪
れ
ま
す

が
、
日
本
の
変
化
の
目
ま
ぐ
る
し
さ
は
、
や

は
り
特
別
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ワ

ー
キ
ン
グ
パ
ー
ソ
ン
た
ち
の
疲
弊
感
は
ど
ん

ど
ん
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ン
ポ
の

速
さ
も
、
そ
ろ
そ
ろ
見
直
す
べ
き
と
き
が
き

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【図表10】反応性うつ病にありがちなプロセス

資料出所：神山昭男氏作成

【図表9】こころの内面と職場環境の関係

資料出所：神山昭男氏作成（米国国立産業衛生研究所データをもとに修正）
契機

症
状

時間

生活面
引きこもり・渋滞

心理面
億劫・気分のムラ

身体面
痛み・不眠

● 契機
● 仕事

（対人関係・量・質）

● 家庭 など

心理社会的
要因

身体面　 ● 痛み　● だるさ
ストレス反応

心理面　● 落ち込み

ストレス関連
疾患

● 性格　● 教育　● 習慣
こころの修飾要因

● 孤立（支援の乏しさ）
● 束縛（自由の制約）

職場のストレス促進要因

● うつ病
● 心身症
● 高血圧
● 糖尿病 ほか
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時
短
と
は
、
文
字
通
り
に
い
え
ば
労
働
時

間
の
短
縮
で
す
が
、「
時
短
問
題
」
と
は
そ

う
い
う
問
題
だ
っ
た
の
か
？ 

と
い
う
こ
と

を
ま
ず
問
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
単
に
労
働

時
間
の
削
減
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
の
総

称
を
時
短
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
総
論
と
各
論
と

は
常
に
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
非
常
に
表
面
的
に
見
れ
ば
、
時

短
の
大
き
な
障
害
の
ひ
と
つ
が
、
仕
事
へ
の

意
欲
で
す
。「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
に
意

欲
的
に
取
り
組
み
、
自
ら
仕
事
を
つ
く
り
出

し
、
時
間
を
忘
れ
て
仕
事
を
す
る
」
と
い
う

模
範
社
員
は
、
時
短
の
敵
に
他
な
ら
な
い
。

一
方
で
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に

腐
心
し
な
が
ら
、
も
う
一
方
で
時
短
に
取
り

組
も
う
と
い
う
の
は
、
な
ん
だ
か
矛
盾
し
て

い
る
感
が
あ
る
。
時
短
問
題
を
マ
ク
ロ
に
語

る
こ
と
の
虚
し
さ
は
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
も

あ
り
ま
す
。

　

年
間
総
実
労
働
時
間
が
2
0
0
0
時
間
を

超
え
て
い
た
時
代
に
は
、
平
均
値
を
下
げ
る

よ
う
な
、
マ
ク
ロ
な
取
り
組
み
が
重
要
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
で
す
が
今
の
状
況
を
改
め

て
考
え
て
み
る
と
、「
一
人
ひ
と
り
に
と
っ

て
時
間
が
有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
状
態
を
つ

く
る
」
の
が
、
現
在
の
時
短
問
題
の
目
指
す

と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

疲
れ
て
い
る
と
き
1
時
間
休
め
る
の
は
あ

り
が
た
い
が
、
そ
う
で
な
い
と
き
の
1
時
間

時
短
は
別
に
う
れ
し
く
な
い
。「
子
ど
も
の

保
育
園
の
運
動
会
な
の
で
、
午
前
中
半
休
し

た
い
」
と
き
に
休
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
分
夜
に
働
い
て
も
い
い

と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
「
自
分
の
仕

事
は
終
わ
っ
た
の
に
午
後
8
時
か
ら
会
議
が

設
定
さ
れ
て
い
て
、
帰
る
に
帰
れ
な
い
」
と

い
っ
た
と
き
の
時
間
待
ち
の
1
時
間
は
長

く
、
精
神
的
疲
労
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
な
状
況
で
時
間
が
有
効
活

用
で
き
る
よ
う
な
、『
細
部
に
宿
る
時
短
』

こ
そ
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

日
本
の
部
長
と
課
長
は

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
差
が
な
い

　

最
近
の
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
の
研
究
で
、
日

本
企
業
で
は
、
部
長
と
課
長
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
あ
ま
り
差
が
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。
企
業
に
よ
っ
て
は
部
長
・
次
長
・
課

長
の
3
職
位
の
職
務
が
同
じ
だ
っ
た
り
す

る
。
役
職
別
の
職
務
が
は
っ
き
り
分
か
れ
て

い
な
い
の
で
す
。

　

言
い
換
え
る
と
、
課
長
は
部
長
並
み
の
仕

事
と
い
う
、
非
常
に
重
い
も
の
を
背
負
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
全
部
こ
な

そ
う
と
す
れ
ば
、
労
働
時
間
は
当
然
長
く
な

る
。
職
場
に
は
成
果
主
義
が
入
っ
て
き
て
い

る
か
ら
、
や
ら
な
け
れ
ば
評
価
さ
れ
な
い
と

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
か
か
り
ま
す
。「
自
分
が

や
ら
な
く
て
も
部
長
が
や
る
は
ず
」
と
適
度

に
力
を
抜
け
る
人
や
、「
ど
う
せ
で
き
る
こ

と
し
か
で
き
な
い
さ
」
と
開
き
直
れ
る
人
は

い
い
が
、
ま
じ
め
な
人
ほ
ど
長
時
間
労
働
に

走
り
、
体
も
心
も
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

35
歳
〜
40
歳
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
長
時

間
労
働
者
が
多
い
と
い
う
統
計
の
背
後
に

は
、
職
務
設
計
の
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
ミ
ド
ル
世
代
の
労
働
時
間
短

縮
に
は
、
背
負
う
も
の
の
量
自
体
を
減
ら
す

し
か
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
こ
の
世
代
に
は
、
仕
事
を
人
に
任
せ

る
の
が
下
手
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
不

況
下
の
採
用
抑
制
期
が
長
く
、
後
輩
指
導
の

経
験
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
が
主
な
原
因

で
し
ょ
う
。
実
際
、ほ
ん
の
数
年
前
ま
で
は
、

人
が
い
な
い
か
ら
全
て
自
分
で
や
る
し
か
な

か
っ
た
。
部
下
や
後
輩
が
で
き
、
彼
ら
に
仕

事
さ
せ
る
立
場
に
な
っ
た
今
も
、
う
ま
く
仕

事
を
振
れ
ず
、自
分
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
。

こ
の
状
況
の
打
開
に
は
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
整
備
な
ど
を
通
じ
て
、
ミ
ド
ル
層
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

結
局
、
時
短
問
題
と
は
職
務
設
計
の
あ
い

ま
い
さ
や
、
ス
キ
ル
不
足
の
問
題
だ
と
わ
か

っ
て
き
ま
す
。「
上
司
は
帰
っ
た
、
若
手
も

帰
っ
た
、
な
の
に
一
人
だ
け
残
業
し
て
い
る

の
は
本
人
の
問
題
」
と
、
個
人
の
問
題
だ
け

に
帰
す
る
こ
と
は
建
設
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
っ
と
構
造
的
に
、
業
務
の
あ
り
方
全

体
の
問
題
だ
と
と
ら
え
る
べ
き
で
す
。

　

働
き
す
ぎ
で
労
働
時
間
を
短
く
す
べ
き
世

代
が
30
代
後
半
の
ミ
ド
ル
世
代
な
の
に
対
し

 
一 

人
ひ
と
り
に
と
っ
て
の

時
間
の
有
効
活
用
が
焦
点

大
久
保
幸
夫
（
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
所
長
）
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て
、
も
っ
と
働
く
べ
き
世
代
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
20
代
前
半
の
若
手
で
し
ょ
う
。

若
手
の
時
短
言
及
は

間
違
い
と
い
い
た
い

　

社
会
人
3
年
目
ぐ
ら
い
ま
で
の
間
は
、
時

短
へ
の
言
及
は
間
違
い
だ
と
、
あ
え
て
言
い

た
い
。
過
労
死
す
る
よ
う
な
働
き
方
は
論
外

で
す
が
、
仕
事
を
覚
え
る
と
き
は
目
い
っ
ぱ

い
や
っ
て
み
る
経
験
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

　

企
業
が
人
材
育
成
に
つ
い
て
考
え
る
と
き

は
、
ご
く
自
然
に
「
新
人
時
代
は
教
育
期

間
。
生
産
性
や
効
率
性
は
期
待
し
な
い
し
、

求
め
な
い
」
と
い
わ
れ
る
も
の
。
そ
の
新
人

に
対
し
て
「
効
率
を
考
え
て
無
駄
な
残
業
は

す
る
な
」
と
「
時
短
」
を
適
用
す
る
の
は
筋

が
通
り
ま
せ
ん
。

　

現
状
は
新
入
社
員
に
仕
事
の
「
質
」
を
求

め
、
ミ
ド
ル
層
に
「
量
」
を
求
め
る
形
に
な

っ
て
い
ま
す
。
新
人
に
は
ま
ず
「
量
」
を
求

め
、
仕
事
を
覚
え
た
ミ
ド
ル
に
は
「
質
」
を

求
め
る
と
い
う
の
が
、
人
材
育
成
の
観
点
か

ら
も
生
産
性
向
上
の
観
点
か
ら
も
理
に
か
な

う
で
し
ょ
う
。

　

月
間
の
労
働
時
間
や
残
業
時
間
を
何
時
間

以
内
に
す
る
、
一
律
○
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
を

目
指
す
な
ど
と
い
っ
た
「
時
短
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
は
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。「
時
短
反
対
」
な
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
業
務
改
善
な
ど
の
結
果
と
し
て
、
時

短
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
あ
り
え
ま
す

か
ら
、
労
働
時
間
の
短
さ
は
、
企
業
活
動
の

指
標
の
ひ
と
つ
に
な
る
わ
け
で
す
。
逆
に
、

労
働
時
間
の
長
さ
は
、
生
産
性
の
低
さ
や
効

率
の
悪
さ
、
職
場
の
人
間
関
係
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
な
ど
、
解
決
す
べ
き
何
ら
か
の
問
題

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
サ
イ
ン
と
見
な
せ

る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
指
標
と
し
て
時
短
を
考
え
る

こ
と
は
、
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
経
営

者
に
と
っ
て
は
売
り
上
げ
や
利
益
、
労
働
者

に
と
っ
て
は
給
与
が
、
仕
事
の
成
果
を
示
す

指
標
で
す
。
そ
こ
に
、「
労
働
時
間
」
と
い

う
両
者
が
共
有
で
き
る
指
標
が
加
わ
っ
た
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。

時
短
は
結
果
的
な
指
標

目
的
化
は
意
味
が
な
い

　

時
短
は
結
果
的
な
指
標
で
す
か
ら
、
定
時

に
な
っ
た
ら
電
気
を
消
し
て
回
る
類
の
、
時

短
だ
け
が
目
的
化
し
た
よ
う
な
取
り
組
み

は
、
お
そ
ら
く
失
敗
に
終
わ
る
。
そ
の
と
き

失
敗
と
い
う
現
実
を
直
視
し
、
失
敗
の
要
因

を
し
っ
か
り
分
析
し
、
業
務
改
善
の
実
践
に

つ
な
げ
て
い
く
職
場
だ
け
が
、
結
果
と
し
て

時
短
を
達
成
す
る
の
で
す
。

　

業
務
改
善
の
実
践
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

は
な
く
、
個
別
の
問
題
に
応
じ
た
計
画
を
、

現
場
が
立
案
す
る
ほ
う
が
う
ま
く
い
き
ま

す
。「
業
務
改
善
」
な
の
で
す
か
ら
、
何
が

課
題
で
そ
の
対
策
と
し
て
何
を
す
る
か
は
、

部
署
ご
と
、
業
務
内
容
ご
と
に
個
別
的
な
も

の
で
す
。
同
じ
業
務
で
も
、
本
社
と
支
社
で

は
事
情
が
違
う
と
い
う
こ
と
さ
え
あ
る
で
し

ょ
う
。

　

業
務
改
善
計
画
を
個
別
の
現
場
で
考
え
る

な
ら
、
企
業
組
織
全
体
で
は
人
事
は
何
を
す

る
か
と
い
う
と
、
計
画
実
行
の
支
援
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
職
務
設
計
に
せ
よ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ス
キ
ル
の
向
上
に
せ
よ
、
部
署
単
位
の
取

り
組
み
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
が
数
多
く

あ
る
か
ら
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
注
意
が
必
要
な
の
は
、
経
営

者
側
の「
長
く
働
か
せ
れ
ば
業
績
が
上
が
る
」

と
い
う
思
い
込
み
で
す
。
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

の
仕
事
は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
と
、
理

屈
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
思
い
込
み
は
深

く
染
み
つ
い
て
い
る
も
の
。
思
い
込
み
か
ら

「
労
働
時
間
が
短
く
な
る
計
画
は
、
業
績
が

上
が
ら
な
い
計
画
」
と
見
な
し
て
は
、
業
務

改
善
も
業
績
向
上
も
、
時
短
も
実
現
で
き
ま

せ
ん
。

　

働
く
側
に
も
、
思
い
込
み
が
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
仕
事
の
報
酬
は
仕
事
」「
頑

張
れ
ば
頑
張
る
ほ
ど
報
わ
れ
る
」「
忙
し
い

の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
」
と
い
っ
た
考
え

を
、
い
っ
た
ん
捨
て
去
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

生
産
性
を
上
げ
、
仕
事
の
報
酬
を
仕
事
で

も
ら
い
、
さ
ら
に
高
い
業
績
を
挙
げ
て
昇
進

や
高
給
に
結
び
つ
け
る
の
も
、
ひ
と
つ
の
選

択
肢
で
す
。
で
す
が
、
効
率
的
に
早
く
仕
事

を
終
え
た
ら
、
さ
っ
さ
と
帰
宅
し
て
家
族
と

過
ご
す
と
い
う
選
択
肢
も
あ
っ
て
い
い
。
生

産
性
向
上
に
よ
る
果
実
の
受
け
取
り
方
は
、

多
様
で
あ
る
べ
き
な
の
で
す
。
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北
イ
タ
リ
ア
に
学
ぶ

小
林 
元
氏
（
小
林
国
際
事
務
所
代
表
、
東
レ
経
営
研
究
所
特
別
研
究
員
）

　

東
レ
勤
務
時
代
、
イ
タ
リ
ア
で
13
年
間
現

地
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と
と
も
に
働
き
、

合
成
皮
革
「
ア
ル
カ
ン
タ
ー
ラ
」
を
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
育
て
た
経
験
を
持
つ

小
林
氏
。
ミ
ラ
ノ
を
中
心
と
し
た
北
イ
タ
リ

ア
と
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
比
較
に

お
い
て
、興
味
深
い
考
察
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
差
は
一
言
で
表
現
す
れ
ば
、「
い
か
に

幸
福
に
生
き
る
か
」
を
重
視
す
る
思
想
の
多

寡
で
あ
り
、「
寡
」
に
当
た
る
の
は
日
本
だ

と
い
う
の
だ
。

「
公
」や「
国
」の
た
め
に「
私
」を

犠
牲
に
し
た
日
本
の
歴
史

 

「
江
戸
時
代
に
は
、
日
本
人
に
も
『
い
か
に

幸
福
に
生
き
る
か
』
を
重
視
す
る
思
想
が
あ

ふ
れ
て
い
た
の
で
す
。
仕
事
一
辺
倒
で
は
な

く
、
文
化
や
教
養
を
重
ん
じ
、
禅
や
茶
の
湯

を
楽
し
み
、
生
き
る
こ
と
の
喜
び
を
追
求
し

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
維
新
と
2

つ
の
世
界
大
戦
を
経
て
、
そ
れ
が
大
き
く
様

変
わ
り
し
た
の
で
す
」

　

明
治
維
新
後
、
富
国
強
兵
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
個
人
は
国
家
に
奉
仕
す
る
も

の
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、「
私
」
よ
り
も
「
公
」

に
重
き
を
置
く
こ
と
を
よ
し
と
し
た
。
そ
し

て
第
二
次
世
界
大
戦
に
至
っ
て
は
「
お
国
の

た
め
に
働
く
」こ
と
が
義
務
化
さ
れ
た
。人
々

は
「
働
く
こ
と
」
に
最
大
の
価
値
を
置
き
、

生
活
の
喜
び
や
家
族
と
過
ご
す
時
間
が
犠
牲

に
な
り
始
め
た
の
だ
。
敗
戦
に
よ
り
国
は
廃

墟
と
化
し
た
が
、
小
林
氏
に
よ
れ
ば
、
人
々

の
思
想
は
江
戸
期
の
そ
れ
に
戻
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

 

「
半
ば
『
拝
金
主
義
』
と
も
い
え
る
短
期
的

な
利
益
に
日
本
人
は
目
を
向
け
た
の
で
す
。

高
度
経
済
成
長
の
波
に
乗
っ
て
、
働
く
こ
と

で
よ
り
多
く
の
お
金
を
得
て
、
物
質
的
な
豊

か
さ
を
追
求
す
る
こ
と
に
価
値
を
置
き
ま
し

た
。
企
業
は
ア
メ
リ
カ
型
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
追
い
か
け
、
事
業
目
的
の
1

番
目
は
『
収
益
を
上
げ
る
こ
と
』
と
な
っ
た
。

企
業
は
収
益
を
上
げ
よ
う
と
し
、
人
は
多
く

の
報
酬
を
得
た
い
。
そ
れ
ら
が
あ
い
ま
っ
て

長
時
間
労
働
が
定
着
し
た
の
で
し
ょ
う
」

密
度
濃
く
働
き
、そ
し
て

遊
ぶ
北
イ
タ
リ
ア
人
た
ち

　

転
じ
て
、
北
イ
タ
リ
ア
人
た
ち
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
そ
も
そ
も「
イ
タ
リ
ア
人
」と「
ビ

ジ
ネ
ス
」
が
結
び
つ
か
な
い
諸
氏
も
多
い
だ

ろ
う
。

 

「
イ
タ
リ
ア
人
に
対
し
て
、
食
べ
る
こ
と
、

遊
ぶ
こ
と
に
情
熱
を
燃
や
す
、
あ
ま
り
働
く

こ
と
に
興
味
を
持
た
な
い
人
々
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
北
イ
タ
リ
ア
人
に

限
っ
て
は
間
違
い
。
も
ち
ろ
ん
食
べ
る
こ
と

や
遊
ぶ
こ
と
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、
私
が

知
る
限
り
、
日
本
人
よ
り
よ
ほ
ど
、
仕
事
へ

の
情
熱
も
併
せ
持
っ
て
い
る
の
で
す
」

 

「
仕
事
へ
の
情
熱
を
持
つ
」
と
い
っ
て
も
、

そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
日
本
人
と
異
な

る
。
図
表
11
の
よ
う
に
、
仕
事
が
す
べ
て
の

生
活
の
礎
で
あ
り
、
自
由
な
時
間
を
「
余
暇

（
＝
あ
ま
っ
た
暇
）」
と
い
う
日
本
人
に
対

し
、
ま
ず
は
個
性
的
な
「
自
分
」
が
あ
り
、

そ
れ
を
仕
事
に
生
か
し
て
、
ま
た
、
自
分
ら

し
い
生
活
も
楽
し
む
の
が
彼
ら
の
姿
だ
。

 

「
彼
ら
の
平
均
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
お

話
し
す
る
と
、
平
日
、
ど
ん
な
に
仕
事
が
多

く
あ
っ
て
も
20
時
に
は
終
え
る
。
20
時
30
分

に
は
自
宅
に
帰
り
、
家
族
と
会
話
を
楽
し
み

な
が
ら
、
パ
ス
タ
や
サ
ラ
ダ
の
夕
食
を
と
り

ま
す
。
そ
し
て
、
土
日
は
当
然
休
む
し
、
夏

に
は
3
週
間
の
連
続
休
暇
を
取
る
。た
だ
し
、

仕
事
の
密
度
は
驚
く
ほ
ど
濃
い
で
す
よ
。
20

時
に
帰
る
た
め
に
、朝
か
ら
段
取
り
を
組
み
、

集
中
力
高
く
こ
な
し
て
い
く
の
で
す
」

　

特
徴
的
な
の
は
会
議
の
場
だ
。
会
議
の
前

に
完
璧
な
資
料
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
事
前
に

配
布
す
る
の
は
当
た
り
前
。
上
司
は
そ
れ
を

入
念
に
見
て
、
自
ら
の
立
場
を
明
確
に
し
、

質
問
や
矛
盾
点
な
ど
指
摘
す
べ
き
と
こ
ろ
を

取材・文／入倉由理子（本誌）　撮影／平山 諭

─
─
ビ
ジ
ネ
ス
＆
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
革
命
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こばやし・はじめ
慶應義塾大学経済学部卒業
後、東レに入社。その後37年間、
一貫して海外事業に携わる。イ
タリアの経営誌から現地ナンバ
ーワンの中堅企業と評価されるま
で育成したアルカンターラ社をは
じめ、ヨーロッパ、アフリカ、中
南米地域で多くの現地企業を立
ち上げる。明治大学特別招聘
教授、文京学院大学客員教授。
主な著書に『人生を楽しむイタリ
ア式仕事術』（日経ビジネス人文
庫）、『イタリア式ブランドビジネス
の育て方』（日経BP社）がある。

【図表11】北イタリア人と日本人の思考構造

資料出所：『イタリア式ブランドビジネスの育て方』（小林元・著、日経BP社）

と
、
み
ん
な
が
長
く
、
必
死
に
働
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
北
イ
タ
リ
ア
の
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
は
高
付
加
価
値
商
品

を
高
い
価
格
で
売
る
。だ
か
ら
利
益
は
厚
い
。

11
カ
月
分
で
1
年
分
の
利
益
を
出
せ
る
。
土

日
休
ん
で
、
バ
カ
ン
ス
を
ゆ
っ
た
り
取
っ
て

も
、
皆
に
十
分
に
分
配
さ
れ
る
。
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
北
イ
タ
リ
ア
に
限
定

す
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
で
も
所
得
は
最
高

位
の
水
準
に
あ
り
、
豊
か
な
生
活
を
営
ん
で

い
る
の
で
す
」

　

小
林
氏
が
時
短
の
た
め
に
提
言
す
る
の

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り
方
の
転
換
だ
。

 

「『
感
性
ビ
ジ
ネ
ス
』
に
転
換
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
単
に
モ
ノ
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、

そ
こ
に
感
動
や
文
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

売
る
と
い
う
発
想
を
加
え
る
こ
と
で
、
日
本

は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
世
界
的
な

ア
ニ
メ
ブ
ー
ム
然
り
、
日
本
人
建
築
家
・
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
活
躍
然
り
、
芽
が
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
の
感
性
は
世
界
で

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
ビ
ジ

ネ
ス
に
結
び
つ
け
る
の
が
下
手
な
ん
で
す

ね
。
得
意
な
ハ
イ
テ
ク
と
感
性
ビ
ジ
ネ
ス
を

組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
確

実
に
生
ま
れ
る
は
ず
で
す
」

　

高
付
加
価
値
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
も
っ

と
多
く
生
ま
れ
収
益
率
を
あ
げ
れ
ば
、
日
本

人
の
労
働
時
間
は
確
実
に
短
く
で
き
る
と
小

林
氏
は
言
う
。

 

「
付
加
価
値
の
高
い
商
品
で
利
益
を
出
せ

ば
、
皆
が
し
っ
か
り
休
ん
で
自
分
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
大
切
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

す
る
と
豊
か
な
生
活
の
中
か
ら
新
た
な
発
想

が
次
々
と
生
ま
れ
、
新
た
な
商
品
に
つ
な
が

る
。
こ
の
好
循
環
を
日
本
で
も
つ
く
り
た
い

で
す
ね
」

準
備
す
る
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
本

人
は
、
会
議
前
に
反
対
意
見
に
対
す
る
回
答

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。
そ
し
て
会
議

の
場
で
は
、
徹
底
的
に
議
論
す
る
。

 

「
彼
ら
に
と
っ
て
、
会
議
は
戦
い
の
場
。
自

分
の
意
見
を
言
わ
な
け
れ
ば
尊
敬
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
個
人
と
個
人

が
意
見
を
戦
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
の
は
、

彼
ら
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
、『
感
性
』
を

最
も
大
切
に
す
る
か
ら
。
感
性
と
は
あ
く
ま

で
個
人
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
上

下
関
係
で
つ
ぶ
し
た
り
は
し
な
い
。
会
議
は

個
人
の
感
性
を
引
き
出
し
、
そ
れ
を
徹
底
的

な
議
論
に
よ
っ
て
客
観
化
し
て
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
に
反
映
さ
せ
る
場
な
の
で
す
」

「
商
品
を
売
る
」こ
と
と
は
、

「
生
き
る
喜
び
を
売
る
」こ
と

　

ミ
ラ
ノ
を
中
心
と
す
る
北
イ
タ
リ
ア
で

は
、
ア
ル
マ
ー
ニ
、
グ
ッ
チ
、
マ
ッ
ク
ス
・

マ
ー
ラ
な
ど
数
多
く
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ブ

ラ
ン
ド
が
、
独
特
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
大

成
功
を
収
め
て
い
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
い

え
ば
ミ
ラ
ノ
は
パ
リ
と
並
ん
で
世
界
の
二
大

発
信
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
衰
え
る
こ
と
な
く

世
界
中
の
人
々
を
魅
了
し
続
け
る
。
詳
細
は

小
林
氏
の
近
著
『
イ
タ
リ
ア
式
ブ
ラ
ン
ド
ビ

ジ
ネ
ス
の
育
て
方
』
に
譲
る
が
、
こ
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
基
本
は
「
商
品
を
売
る
」
こ

と
を
、「
生
き
る
喜
び
、
感
動
を
ブ
ラ
ン
ド

に
刷
り
込
ん
で
売
る
」
こ
と
と
と
ら
え
て
い

る
点
に
あ
る
。「
モ
ノ
を
つ
く
り
出
す
人
」

と
は
単
に
そ
の
商
品
を
開
発
し
た
り
生
産
す

る
人
で
は
な
く
、「
感
動
を
生
み
出
せ
る
人
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
個
人
の

感
性
を
重
視
す
る
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
が
欠
か

せ
な
い
の
で
あ
る
。

 

「
20
時
で
帰
る
、
3
週
間
連
続
し
て
休
む
。

家
族
と
過
ご
し
、
趣
味
を
楽
し
む
時
間
を
十

分
に
取
る
。
個
の
幸
福
を
追
求
す
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
は
、『
感
性
ビ
ジ
ネ
ス
』
と
密
接

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
」

　

例
え
ば
、
3
週
間
の
バ
カ
ン
ス
。
彼
ら
は

海
辺
や
山
の
別
荘
、
ホ
テ
ル
で
過
ご
す
こ
と

が
多
い
。
初
め
の
1
週
間
は
1
年
の
仕
事
の

垢
を
落
と
し
、
次
の
1
週
間
は
純
粋
に
休
暇

を
楽
し
む
。
そ
し
て
最
後
の
1
週
間
は
次
の

仕
事
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
に
思
い
を
巡
ら
す
と

い
う
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、9
月
の
初
め
、

バ
カ
ン
ス
後
の
会
議
に
は
皆
が
そ
れ
ぞ
れ
の

感
動
や
経
験
を
持
ち
込
む
。
ア
イ
デ
ア
フ
ル

で
、
新
し
い
発
想
が
次
々
と
生
ま
れ
、
そ
れ

が
個
性
的
な
高
付
加
価
値
商
品
と
な
っ
て
市

場
に
出
て
い
く
。

バ
カ
ン
ス
で
休
め
る
の
は
、

高
付
加
価
値
商
品
の
お
か
げ

　

さ
て
、
日
本
は
ど
う
か
。
日
本
の
ビ
ジ
ネ

ス
は
、
基
本
的
に
ア
メ
リ
カ
型
と
小
林
氏
は

言
う
。
得
意
な
の
は
技
術
力
を
武
器
に
し
た

ハ
イ
テ
ク
製
品
。
市
場
の
最
大
公
約
数
の
ニ

ー
ズ
を
、
均
一
な
ク
オ
リ
テ
ィ
で
コ
ス
ト
を

安
く
市
場
に
出
す
こ
と
に
力
を
注
ぐ
。
最
大

公
約
数
の
ニ
ー
ズ
だ
け
に
個
性
は
薄
く
、
ど

の
会
社
も
似
た
よ
う
な
商
品
に
な
り
が
ち

だ
。
結
局
は
激
し
い
価
格
競
争
と
な
り
、「
薄

利
多
売
」
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
し
、
商
品

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
短
く
、
開
発
競
争
で

働
く
人
の
心
身
は
摩
耗
し
て
い
く
。

 

「
薄
い
利
益
し
か
出
ず
、
短
命
の
商
品
し
か

生
ま
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
す
。
だ
か
ら

売
り
上
げ
と
利
益
を
少
し
で
も
伸
ば
そ
う

北イタリア人 日本人

ライフスタイル

仕事 自由時間

ライフスタイル

仕事 余暇上部構造

下部構造
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ソ
フ
ト
ブ
レ
ー
ン
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト

『
e
セ
ー
ル
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
』
の
開
発
・

導
入
を
核
に
、
営
業
な
ど
の
業
務
プ
ロ
セ
ス

改
善
を
支
援
し
て
い
る
。
こ
の
ソ
フ
ト
が
、

前
会
長
・
宋
文
洲
氏
が
営
業
に
回
っ
て
い
た

こ
ろ
に
「
も
っ
と
仕
事
を
効
率
化
で
き
な
い

の
か
」
と
考
え
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
と
い

う
の
は
有
名
な
話
だ
。宋
氏
は
自
社
内
で
も
、

仕
事
の
効
率
化
や
無
駄
な
残
業
の
廃
止
を
訴

え
て
き
た
。
と
は
い
え
、
や
は
り
ソ
フ
ト
開

発
会
社
。
納
期
前
を
中
心
に
、
残
業
は
「
少

な
い
」
と
い
え
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
。

　

そ
ん
な
同
社
が
本
格
的
に
時
短
に
取
り
組

み
始
め
た
の
は
、
2
0
0
6
年
2
月
の
こ
と

だ
っ
た
。

企
業
文
化
づ
く
り
で
生
ま
れ
た

仕
組
み
作
り
集
団
と
い
う
定
義

 

「
宋
文
洲
と
い
う
強
烈
な
個
性
の
経
営
者
の

も
と
に
会
社
が
動
い
て
き
ま
し
た
。
彼
の
退

任
後
、
こ
の
会
社
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
再

確
認
が
必
要
で
し
た
。
そ
こ
に
、
そ
れ
ま
で

い
く
つ
か
の
ビ
ル
に
分
散
し
て
い
た
オ
フ
ィ

ス
を
ひ
と
つ
に
集
約
す
る
『
引
っ
越
し
』
が

重
な
っ
た
。
オ
フ
ィ
ス
と
働
き
方
を
軸
に
、

企
業
文
化
を
あ
ら
た
め
て
定
義
付
け
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
」

　

と
、
代
表
取
締
役
社
長
・
松
田
孝
裕
氏
は

話
す
。
29
歳
の
女
性
社
員
を
中
心
に
社
内
の

有
志
が
集
ま
り
、
企
業
文
化
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
導
き
出
さ
れ
た

の
が
「
私
た
ち
は
仕
組
み
作
り
集
団
で
す
」

と
い
う
言
葉
だ
。
最
新
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
理

念
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
顧
客
に
提
案
し
、
経

済
や
社
会
の
非
合
理
的
な
部
分
を
変
え
て
い

く
。
そ
れ
が
ソ
フ
ト
ブ
レ
ー
ン
の
核
だ
と
考

経
営
者
は
語
る

確
か
に
、
時
短
は
一
朝
一
夕
で
は
実
現
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
、
時
短
の
旗
を
振
り
、
少
な
か
ら
ず
成
果
を
挙
げ
て
き
た

経
営
者
た
ち
が
い
る
。
彼
ら
は
口
々
に「
時
短
と
業
績
は
ト
レ
ー
ド
オ
フ（
二
律
背
反
）で
は
な
い
」と
言
い
、
時
短
が
も
た
ら
す
効
果
に
も
言
及
す
る
。

こ
こ
に
い
た
だ
い
た
の
は
、「
業
績
に
影
響
が
出
る
」と
言
い
時
短
に
手
を
つ
け
な
い
企
業
へ
の
警
鐘
で
あ
り
、
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

取材・文／入倉由理子（本誌）　撮影／設楽政浩、那須野公紀

　
  

─
─「
時
短
」と「
業
績
」は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
で
は
な
い

働
く
環
境
の
効
率
化
で

時
短
と
業
績
ア
ッ
プ
を
目
指
す

松
田
孝
裕
氏
（
ソ
フ
ト
ブ
レ
ー
ン
代
表
取
締
役
社
長
）
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え
た
。

　

そ
の
と
き
、
社
員
の
働
き
方
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
。「
仕
組
み
を
つ
く
り
出
せ
る
人
、

つ
く
る
こ
と
に
貢
献
で
き
る
人
」
が
評
価
さ

れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
長
い
時
間
残
業
す
る

人
が
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
再
確
認

さ
れ
た
。

 

「
ま
た
、
当
社
は
入
社
時
に
『
退
職
願
の
書

き
方
講
座
』
を
開
く
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
元
来
、
社
員
が
会
社
に
依
存
せ
ず
に

自
立
し
、成
長
す
る
こ
と
を
促
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
毎
日
仕
事
に
追
わ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
自
立
し
た
個
人
の
生
活
も
大
切
に
し
て

ほ
し
い
。
終
業
後
、
自
分
を
癒
す
時
間
に
す

る
の
も
い
い
し
、
資
格
取
得
や
語
学
習
得
を

目
指
す
な
ら
そ
れ
を
支
援
す
る
制
度
も
あ

る
。
ど
ん
な
時
間
を
過
ご
す
に
し
て
も
、
仕

事
と
は
異
な
る
時
間
の
存
在
は
、
仕
事
の
成

果
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
っ
て
、
時
短
と
業
務

の
効
率
化
を
よ
り
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
制
に
よ
り

空
間
的
に
集
中
を
促
す

　

先
に
述
べ
た
新
し
く
移
転
し
た
オ
フ
ィ
ス

は
、「
仕
組
み
作
り
集
団
と
し
て
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
上
げ
る
こ
と
」「
業
務
の
効
率

化
を
実
現
で
き
る
こ
と
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

設
計
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
決
し
て
過
言
で

は
な
い
。

　

ま
ず
、
社
員
そ
れ
ぞ
れ
に
席
を
割
り
振
ら

ず
、
オ
フ
ィ
ス
の
任
意
の
空
い
て
い
る
席
を

自
由
に
使
う
「
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
制
」
が
導

入
さ
れ
た
。
各
社
員
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
と

P
H
S
を
携
え
て
、
そ
の
日
そ
の
日
に
、
自

分
が
落
ち
着
い
て
仕
事
が
で
き
る
席
を
探

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
仕
事
に
集
中
で
き

る
席
」
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

「
全
員
が
一
斉
に
仕
事
に
集
中
す
る
よ
う
に

『
時
間
を
区
切
る
』
と
い
う
手
段
も
あ
り
ま

す
が
、
仕
事
の
中
身
が
違
え
ば
、
集
中
で
き

る
時
間
帯
も
違
う
。
で
す
か
ら
窓
に
向
か
っ

て
座
り
、
静
か
に
仕
事
に
打
ち
込
め
る
席
を

設
け
る
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
下
ろ
し
て
孤
立
し

た
ス
ペ
ー
ス
が
つ
く
れ
る
な
ど
、
空
間
的
に

集
中
を
促
す
こ
と
を
試
み
て
い
ま
す
」

　

ち
ょ
っ
と
し
た
打
ち
合
わ
せ
に
も
も
ち
ろ

ん
使
え
る
が
、
こ
こ
で
一
人
仕
事
を
し
て
い

る
人
は
「
仕
事
に
集
中
し
て
い
る
ん
だ
な
」

と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
出
来
上
が
り
つ
つ
あ

る
。
以
前
は
「
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

仕
事
は
夜
や
ろ
う
」
と
い
う
社
員
が
い
た

が
、
今
は
落
ち
着
け
る
時
間
で
は
な
く
、
場

所
を
探
せ
ば
い
い
の
だ
。

　

ま
た
、
そ
の
日
の
業
務
に
関
わ
る
人
の
近

く
に
座
れ
ば
、
情
報
共
有
は
容
易
に
な
る
。

数
人
が
振
り
返
っ
て
椅
子
を
寄
せ
れ
ば
、
そ

の
場
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
簡
単
に
成
立
す

る
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
く
て
も
参
加
者

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
う
ま
く
い
か
ず
、

メ
ー
ル
を
何
度
も
や
り
と
り
し
た
り
、
会
議

室
を
探
す
た
め
に
奔
走
し
た
り
す
る
と
い
っ

た
場
面
が
通
常
の
オ
フ
ィ
ス
で
は
よ
く
見
ら

れ
る
が
、
そ
れ
は
同
社
で
は
か
な
り
珍
し
い

光
景
と
な
っ
た
。

 

「
日
本
の
会
社
の
オ
フ
ィ
ス
は
部
長
が
奥
の

まつだ・たかひろ
1983年慶應義塾大学経済学
部卒業後、富士通入社。2003
年ソフトブレーンに転職し、04年
取締役副社長に就任。 05年6
月代表取締役社長就任、現在
に至る。mijs（メードイン・ジャ
パン・ソフトウェア・コンソーシア
ム）理事長を務める。
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席
を
陣
取
り
、
そ
の
下
に
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
従

え
る
『
島
』
を
つ
く
る
、
組
織
図
を
そ
の
ま

ま
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
よ
う
な
形
態
が
主
流
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
じ
部
署
の
上
下
関

係
よ
り
、
職
種
を
横
断
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
多
い
当
社
に
は
な
じ

ま
な
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
立
と
と
も
に

集
ま
り
、
終
了
と
と
も
に
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
制
の
ほ
う
が
、
圧
倒
的
に

効
率
的
で
す
」

　

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ア
ッ
プ
し
た
く
て
社

長
の
近
く
に
座
っ
た
り
、
優
秀
な
先
輩
の
側

に
座
っ
て
仕
事
の
や
り
方
を
学
ぼ
う
と
す
る

社
員
の
姿
も
あ
る
と
い
う
。

　

オ
フ
ィ
ス
を
ひ
と
つ
に
集
約
す
る
こ
と
の

効
果
も
大
き
か
っ
た
。
東
京
本
社
に
勤
務
す

る
約
2
5
0
人
の
社
員
が
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
で

働
く
。
こ
れ
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
組
織
に
合

わ
せ
た
施
策
だ
っ
た
が
、
結
果
的
に
は
業
務

の
効
率
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
日
座

っ
て
い
る
席
か
ら
3
6
0
度
見
回
せ
ば
、
探

し
て
い
る
人
を
見
つ
け
ら
れ
る
。
見
つ
か
ら

な
け
れ
ば
、
個
人
の
P
H
S
に
電
話
す
れ
ば

い
い
。

 

「
I
T
系
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
以
前
は
近

く
に
い
る
人
同
士
で
す
ら
、
メ
ー
ル
で
や
り

と
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
可
能
な
限
り
直
接
話
す
こ
と
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
で
何
度
も
や
り
と
り

せ
ず
に
済
む
し
、
相
手
の
顔
を
見
て
話
し
た

ほ
う
が
結
論
が
早
く
出
る
こ
と
も
多
い
で
す

か
ら
」

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
共
有
で

や
り
直
し
や
無
駄
を
防
ぐ

　

も
ち
ろ
ん
、同
社
の
主
力
商
品
で
あ
る『
e

セ
ー
ル
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
』
も
仕
事
の
効
率

化
に
貢
献
す
る
。
例
え
ば
、
企
業
に
提
案
し

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
を
パ
ソ
コ
ン

に
保
存
す
れ
ば
、
そ
れ
は
基
本
的
に
全
員
の

共
有
情
報
と
な
る
。
フ
ォ
ル
ダ
に
カ
テ
ゴ
リ

別
に
保
存
さ
れ
、
似
た
よ
う
な
提
案
を
し
よ

う
と
す
る
社
員
が
す
ぐ
に
取
り
出
し
て
参
考

に
で
き
る
。
や
り
直
し
や
無
駄
な
調
べ
も
の

を
防
ぐ
、
有
効
な
手
段
と
し
て
多
く
の
社
員

が
活
用
し
て
い
る
。

業
務
の「
見
え
る
化
」で

仕
事
量
を
適
正
に
し
て
い
く

　

さ
ら
に
現
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
員
の
業

務
の
「
見
え
る
化
」
に
も
力
を
注
ぐ
。
そ
の

基
礎
と
な
る
の
は
、
朝
8
時
30
分
か
ら
各
部

署
で
行
わ
れ
る
「
朝
会
」
だ
。

 「
各
社
員
が
、
例
え
ば
営
業
で
あ
れ
ば
『
今

日
は
○
件
営
業
に
行
き
ま
す
』
な
ど
、
そ
の

日
に
す
る
こ
と
、
目
標
を
宣
言
し
ま
す
。
マ

ネ
ジ
ャ
ー
は
そ
れ
に
よ
っ
て
メ
ン
バ
ー
の
仕

事
の
進
捗
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
負
担
が
大

き
す
ぎ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
他
の
メ
ン
バ
ー

に
業
務
を
振
り
分
け
る
な
ど
、
あ
る
程
度
仕

事
を
均
一
に
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。
こ
の
と

き
上
司
は
部
下
に
、
仕
事
が
で
き
る
だ
け
定

時
内
で
終
わ
る
よ
う
な
仕
事
の
発
注
、
プ
ロ

セ
ス
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
で
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
い
ず
れ
は
そ
の
日
の
う
ち
に
朝

の
宣
言
が
達
成
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
生
産
性
を
上
げ
る

こ
と
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

開
発
や
サ
ポ
ー
ト
の
部
署
で
は
各
社
員
の

残
業
時
間
を
把
握
し
て
い
る
。
見
え
る
指
標

と
し
て
、
時
短
と
効
率
化
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

部署を横断して、同じプロジェクトに関わる人たちが近くに座る。椅
子を寄せ合えばすぐにミーティングが成立。オフィスのあちこちでこうし
た光景が見られる。

250人が一堂に集まるフリーアドレス制のオフィス。柱にはナンバー
がつけられており、互いの位置を確認するときに「○番の近く」などと
PHSで伝え合う。

同社の主力商品『eセールスマネージャー』を使って、情報共有。過
去の類似案件を検索し、データを利用できれば作業の無駄が省ける。
効率化の強い味方だ。

各人の仕事道具や資料を入れるロッカーがずらりと並ぶ。自分の机
があると不要物がたまるが、ロッカーの大きさが限られているので必要
なものだけが残される。



C

M

Y

K

特集3　W86_25

経営者は語る

25 Feb.-Mar.  2008

窓際の「集中スペース」。席と席の間が比較的広く取られているため、
一人で仕事に集中することができる。開発担当以外はノートPCを使
用しているので、移動も簡単だ。

反
論
の
声
が
あ
っ
て
も
、

経
営
者
は
言
い
続
け
る
べ
き

 

「
時
短
」
と
い
う
と
、
社
内
か
ら
反
論
の
声

が
上
が
る
こ
と
も
あ
る
。
時
短
よ
り
も
、
業

績
を
優
先
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
。
し
か

し
、
松
田
氏
は
「
業
績
か
時
短
か
と
い
う
二

者
択
一
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
相
乗
効
果

を
期
待
し
て
い
る
」
と
言
い
切
る
。

 

「
長
く
働
け
ば
成
果
が
出
る
わ
け
で
は
な

い
。
仕
事
を
効
率
的
に
進
め
て
早
く
帰
り
、

「今日の残業は本当に必要か」。
そう考えることが進歩につながる

CS部第1課

しまだ・さとし
新卒で同社に入社し、現在4年
目。開発後の導入支援などを担
うチームのリーダー。メンバーは8
人。

「お互いを知り合うことでコミュニケーションが円滑になる」（松田氏）と
いう理由でつくられた社内SNS。松田氏自身もここで積極的に情報
を発信。8割以上の人が活用する。

時
間
を
数
値
化
し
、
把
握
し
て
き
ま
し
た
。

努
力
は
実
を
結
び
、
徐
々
に
残
業
時
間
は
減

っ
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
昨
年
10
月
に
ぐ

っ
と
激
減
し
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
減
少
を

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
メ
ン
バ
ー
に
伝
え
た
こ
と

で
、
効
果
が
実
感
で
き
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
ア
ッ
プ
し
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
入
社
し
た
こ
ろ
は
や
は
り
残
業
が
多

か
っ
た
し
、
そ
れ
ほ
ど
減
ら
そ
う
と
も
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
オ
フ

ィ
ス
を
移
転
し
て
か
ら
業
務
を
効
率
化
し
て

早
く
帰
ろ
う
と
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
17
時
15
分
に
は
業
務
終
了
を
促
す
メ
ー

ル
が
、
全
社
員
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
今
は
、
自
分
の
業
務

を
終
わ
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、
8
人
の
メ
ン

バ
ー
の
業
務
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
「
残
業
す
る
な
」
と
言
っ
た
と
こ

ろ
で
、「
仕
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
」「
も

っ
と
や
り
た
い
の
に
」
と
い
う
不
満
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
仕
事
の

や
り
方
そ
の
も
の
を
変
え
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
時
間
を
意
識
せ

ず
に
仕
事
を
順
番
に
こ
な
す
だ
け
で
な
く
、

全
員
の
業
務
を
管
理
し
ま
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
仕
事
の
内
容
を
聞
き
、
今
日
必
ず
す
べ

き
こ
と
か
、
早
く
こ
な
す
手
法
は
な
い
の
か

を
問
い
か
け
る
。
そ
れ
が
大
量
で
、
や
り
き

れ
な
け
れ
ば
チ
ー
ム
全
員
に
割
り
振
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、「
今
日
の
残
業
は
本
当
に

必
要
か
ど
う
か
」
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
。
言

わ
れ
た
こ
と
を
言
わ
れ
た
ま
ま
や
る
だ
け
で

は
、
改
善
も
進
歩
も
あ
り
ま
せ
ん
。
既
存
の

や
り
方
を
踏
襲
し
た
ほ
う
が
ラ
ク
で
す
か

ら
、
初
め
は
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
業
務
の
改
善
点
を
な
ん

で
も
い
い
か
ら
メ
ー
ル
で
書
い
て
送
っ
て
ほ

し
い
と
メ
ン
バ
ー
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
改
善

案
が
あ
が
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、「
効
率

を
考
え
て
仕
事
を
す
る
」
こ
と
を
意
識
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
仕
事
の
量
自

体
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
に
、
最
近
は
皆
、

す
っ
と
帰
り
ま
す
ね
（
笑
）。

　

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
か
ら
、
部
署
の
残
業

役員会の資料として作成した島田氏のチームの残
業時間のグラフ。10月に急速に減少している。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
気
持
ち
で
翌
日
の
仕
事

に
臨
め
ば
、確
実
に
業
績
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

そ
し
て
、
心
身
と
も
に
健
康
で
い
ら
れ
る
は

ず
で
す
。
当
社
の
あ
り
方
を
『
仕
組
み
作
り

集
団
』
と
定
義
し
た
以
上
、
そ
の
名
の
通
り

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
挙
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
仕
事
の
や
り

方
、
評
価
の
仕
組
み
な
ど
も
す
べ
て
、
仕
組

み
作
り
集
団
と
し
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア

ッ
プ
に
寄
与
す
べ
き
だ
。
た
と
え
反
論
の
声

が
あ
っ
て
も
、
経
営
者
が
そ
れ
を
言
い
続
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
」

島田智司氏

07/3 10987654 （月）
0

時
間
（
h
）

【図表12】社員一人あたりの残業時間数
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ト
リ
ン
プ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ

ャ
パ
ン
前
社
長
で
あ
る
吉
越
氏
は
、
同
社
を

限
り
な
く
「
残
業
ゼ
ロ
」
に
近
づ
け
る
時
短

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
牽
引
し
、同
時
に
在
任
中
、

増
収
増
益
を
実
現
し
て
き
た
。
そ
の
吉
越
氏

が
言
う
「
時
短
と
業
績
は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の

関
係
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
説
得

力
が
あ
る
。「
仕
事
を
効
率
化
し
て
い
け
ば
、

残
業
を
し
な
く
て
も
今
以
上
の
成
果
を
必
ず

出
せ
る
は
ず
」
と
言
い
切
る
。

無
駄
話
ひ
と
つ
聞
こ
え
な
い

海
外
の
オ
フ
ィ
ス
。日
本
は
…
…

 

「
私
は
香
港
の
ド
イ
ツ
系
企
業
で
働
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
会
社
の
オ
フ
ィ
ス
で

の
光
景
は
、
日
本
の
そ
れ
と
驚
く
ほ
ど
異
な

る
。
メ
ー
ル
を
使
う
時
代
で
は
な
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
電
話
が
少
な
く
、
人
の
話

し
声
が
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
な
い
。
誰
も
が
集

中
し
て
、
自
分
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
必
要
な
情
報
の
受
け
渡
し
は
文
書
で

行
わ
れ
る
し
、
仕
事
を
段
取
り
よ
く
組
ん
で

い
る
か
ら
、
途
中
で
人
と
話
す
こ
と
も
少
な

い
。
も
ち
ろ
ん
、
無
駄
話
な
ど
ま
っ
た
く
し

な
い
。
オ
ン
と
オ
フ
の
区
切
り
を
し
っ
か
り

つ
け
て
い
た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
日
本

の
オ
フ
ィ
ス
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
」

　

吉
越
氏
が
日
本
の
会
社
を
見
て
感
じ
る
こ

と
は
、
無
駄
話
や
無
駄
な
動
き
、
無
駄
な
仕

事
の
多
さ
だ
。
時
間
の
制
限
の
感
覚
が
薄

く
、
と
も
す
る
と
残
業
を
前
提
と
し
て
業
務

を
こ
な
し
て
い
る
た
め
、
だ
ら
だ
ら
し
が
ち

な
人
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

 

「
日
本
企
業
で
は
成
果
だ
け
で
な
く
、
仕
事

の
取
り
組
み
姿
勢
が
評
価
さ
れ
て
き
た
面
も

あ
り
、
長
時
間
労
働
を
是
と
す
る
風
土
が
残

っ
て
い
る
。
管
理
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
、

残
業
は
会
社
の
た
め
に
い
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
る
か
ら
や
っ
か
い
で
す
。そ
も
そ
も『
何

時
ま
で
に
ど
れ
だ
け
の
仕
事
を
終
え
る
』
と

い
う
感
覚
が
な
い
。
毎
日
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
を

決
め
る
習
慣
を
つ
け
る
だ
け
で
、
人
は
バ
カ

力
を
発
揮
す
る
ん
で
す
。
試
験
勉
強
の
一
夜

漬
け
だ
っ
て
そ
う
で
し
ょ
（
笑
）」

「
体
力
」で
仕
事
を
す
る
か
ら

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
落
ち
る

　

時
間
を
区
切
ら
ず
に
仕
事
を
し
、
残
業
が

増
え
る
こ
と
で
、
睡
眠
時
間
や
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
す
る
時
間
が
減
り
、
体
力
は
消
耗
す
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、「
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
確
実
に
下
が
る
」
と
吉
越
氏
は
指
摘
す

る
。
図
表
13
を
見
て
ほ
し
い
。
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
出
す
た
め
に
必
要
な
力
は
、「
体
力
」

「
意
欲
」「
能
力
」
の
3
つ
の
要
素
で
構
成
さ

れ
て
い
る
と
、
吉
越
氏
は
考
え
る
。「
体
力
」

は
す
べ
て
の
力
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
底
辺
の
体
力
が
小
さ
く
な
る
と
、
こ
の

三
角
形
は
小
さ
く
な
る
、
つ
ま
り
仕
事
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
落
ち
て
い
く
。

 

「
ま
た
、
長
く
働
く
人
を
評
価
す
る
と
い
う

こ
と
は
、『
体
力
』
を
評
価
す
る
の
と
同
じ

こ
と
。
会
社
は
体
力
で
は
な
く
頭
を
使
う
場

所
で
す
。
日
本
人
の
多
く
は
体
力
を
使
っ
て

疲
弊
し
て
い
る
か
ら
、
仕
事
の
反
対
語
を
尋

ね
る
と
『
休
み
』
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
欧
米
人
は
、『
遊
び
』
と
言
う
。
仕
事

を
し
て
い
な
い
時
間
は
休
息
の
た
め
で
な

く
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
遊
ぶ
時
間
な
の
で
す
」

 

「
余
生
」
と
い
う
言
葉
を
吉
越
氏
は
嫌
う
。

 

「
日
本
人
は
仕
事
が
生
き
が
い
。
だ
か
ら
、

退
職
後
を
『
余
っ
た
人
生
』
と
い
う
。
し
か

し
、
一
生
懸
命
働
い
た
後
の
人
生
こ
そ
、
喜

び
に
あ
ふ
れ
た
『
本
生
』
で
あ
る
べ
き
。
定

年
を
迎
え
る
ま
で
自
由
な
時
間
を
楽
し
ん
だ

経
験
が
少
な
い
と
、
何
を
し
て
い
い
か
わ
か

時
短
に
真
剣
に
取
り
組
む
な
ら

経
営
者
は
現
場
に
戻
る
べ
き

吉
越
浩
一
郎
氏
（
吉
越
事
務
所
代
表
、
ト
リ
ン
プ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
前
社
長
）

【図表13】パフォーマンスを出すために必要な力

出所：吉越氏作成

体力がなくなり、底辺が小さく
なるとパフォーマンスも落ちる

「能力」「意欲」で
仕事　　遊び

「体力」で
仕事　　休み

能力

意欲

体力

欧米

日本
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ら
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
」

手
始
め
に「
残
業
し
な
い
」

と
い
う「
型
」を
つ
く
る

　

こ
う
し
た
状
況
を
変
え
て
い
く
に
は
、
ど

の
よ
う
な
施
策
が
有
効
な
の
か
。

 

「
問
題
は
個
人
に
も
会
社
に
も
あ
り
ま
す

が
、ま
ず
は
会
社
が
時
短
の
意
思
を
表
明
し
、

経
営
者
が
旗
を
振
る
こ
と
が
必
要
で
す
」

　

最
終
的
に
は
、
時
短
の
実
現
に
は
個
々
の

業
務
の
効
率
化
が
欠
か
せ
な
い
。
し
か
し
、

仕
事
は
他
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
進
め
る
も

の
で
、
一
人
で
時
短
に
取
り
組
ん
で
も
効
果

は
出
に
く
い
。
会
社
が
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の

社
員
が
す
べ
き
こ
と
、
守
る
べ
き
ル
ー
ル
を

明
確
に
し
、「
残
業
」
を
前
提
と
し
た
仕
事

の
組
み
立
て
方
を
覆
す
必
要
が
あ
る
。

　

こ
な
せ
る
仕
事
の
量
は
「
労
働
時
間
」
と

「
能
力
」「
効
率
」
の
3
つ
の
辺
で
で
き
た
立

方
体
の
容
積
で
決
ま
る
。
残
業
の
辺
を
短
く

し
て
も
、
効
率
の
辺
が
伸
び
れ
ば
容
積
は
変

よしこし・こういちろう
ドイツ・ハイデルブルク大学留
学後、1972年に上智大学外国
語学部ドイツ語学科卒業。極
東ドイツ農産物振興会、メリタ
ジャパン、メリタカフェを経て 
83年にトリンプ・インターナショ
ナル（香港）に入社。86年より 
トリンプ・インターナショナル・
ジャパンのマーケティング本部
長に。87年代表取締役副社長、
92年に代表取締役社長に就任。 
2006年に退任後、吉越事務所
を設立。近著に『「残業ゼロ」の
仕事力』（日本能率協会マネジメ
ントセンター）。

わ
ら
な
い
。
こ
れ
が
考
え
方
の
基
本
だ
。

　

残
業
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
た
め
、
吉
越
氏
が

ト
リ
ン
プ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ャ

パ
ン
で
行
っ
た
施
策
は
徹
底
し
て
い
る
。
ま

ず
は
「
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
」
を
決
め
る
。
つ
ま

り
、
残
業
を
し
な
い
と
い
う
「
型
」
を
つ
く

る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
終
業
の
時
間
を
キ
ッ

チ
リ
切
る
だ
け
で
な
く
、
一
つ
ひ
と
つ
の
仕

事
に
も
何
を
誰
が
い
つ
ま
で
に
す
る
か
を
明

確
に
す
る
習
慣
付
け
を
し
た
。

 

「
こ
れ
で
会
社
全
体
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し

ま
す
。
時
間
が
あ
れ
ば
、
人
は
必
要
以
上
に

迷
う
。
バ
サ
ッ
と
切
る
、
ス
パ
ッ
と
決
め
る

判
断
力
も
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

さ
ら
に
18
時
に
社
内
の
電
気
が
消
え
る
シ

ス
テ
ム
を
導
入
。
仕
事
に
集
中
す
べ
き
「
が

ん
ば
る
タ
イ
ム
」
に
は
、
集
中
し
て
い
る
か

チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、
最
初
は
見
回
り
も
し

た
。
そ
し
て
稟
議
や
申
請
の
シ
ス
テ
ム
化
、

組
織
の
フ
ラ
ッ
ト
化
に
よ
る
判
断
や
情
報
の

伝
達
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
な
ど
、
効
率
化
を

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
に
力
を
注
い
だ
。

 

「
経
営
者
が
時
短
に
真
剣
に
取
り
組
も
う
と

思
っ
た
ら
、
現
場
に
戻
る
べ
き
で
す
。
な
ぜ

皆
、
早
く
帰
れ
な
い
の
か
、
余
計
な
仕
事
が

な
い
か
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

で
す
。
で
き
れ
ば
机
を
フ
ロ
ア
の
真
ん
中
に

置
く
。
そ
う
す
れ
ば
、
現
場
の
仕
事
に
精
通

し
、
何
を
効
率
化
す
べ
き
か
が
見
え
て
く

る
。
そ
し
て
、
社
員
が
体
力
で
は
な
く
頭
を

使
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
か
把
握
も
で
き

る
。
経
営
者
が
『
型
』
を
決
め
、
実
現
す
る

強
い
意
志
を
示
せ
ば
、
そ
れ
が
社
風
と
な
っ

て
根
付
い
て
い
く
は
ず
で
す
」
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東
レ
の
同
期
入
社
で
、
ト
ッ
プ
で
取
締
役

に
な
っ
た
と
い
う
佐
々
木
常
夫
氏
。
東
京
、

大
阪
の
転
勤
を
6
回
経
験
、
破
綻
し
た
企
業

の
再
建
や
事
業
改
革
に
取
り
組
み
、
成
果
を

挙
げ
て
き
た
。

　

こ
こ
ま
で
読
ん
で
「
モ
ー
レ
ツ
な
仕
事
人

間
」
を
想
像
さ
れ
た
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
佐
々
木
氏
に
は
、
そ
う
し
た
華
や
か
な

キ
ャ
リ
ア
と
は
裏
腹
の
、
も
う
ひ
と
つ
の
顔

が
あ
る
。
妻
、
息
子
の
介
護
に
明
け
暮
れ
る

夫
と
父
親
の
顔
で
あ
る
。

 

「
長
男
は
幼
少
時
に
自
閉
症
だ
と
診
断
さ
れ

ま
し
た
。
仕
事
が
忙
し
く
、
当
初
は
妻
に
世

話
を
任
せ
き
り
で
し
た
が
、
妻
は
肝
臓
病
が

原
因
で
入
退
院
を
繰
り
返
し
、
う
つ
病
も
併

発
し
た
。
入
院
回
数
は
実
に
43
回
。
妻
の
入

院
中
は
介
護
が
必
要
な
長
男
の
ほ
か
、
年
子

の
次
男
、
長
女
の
面
倒
も
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
私
に
と
っ
て
時
短
は
、
必
要
に
迫
ら

れ
た
も
の
で
し
た
」

徹
底
し
た
業
務
効
率
化
で

両
立
の
ピ
ン
チ
を
乗
り
切
る

　

子
ど
も
た
ち
が
小
学
生
、
中
学
生
で
、
妻

が
入
院
中
だ
っ
た
こ
ろ
の
佐
々
木
氏
の
生
活

ぶ
り
は
凄
ま
じ
い
も
の
が
あ
る
。
朝
5
時
30

分
起
床
。
3
人
の
子
ど
も
の
食
事
、
弁
当
を

つ
く
り
、
登
校
の
用
意
を
促
す
。
7
時
過
ぎ

に
家
を
出
て
、
8
時
会
社
に
着
く
。
18
時
に

は
会
社
を
出
て
、
19
時
に
は
家
に
着
き
、
夕

食
を
つ
く
る
。
21
時
に
は
後
片
付
け
、
翌
朝

の
食
事
や
弁
当
の
準
備
を
終
え
、
寝
る
ま
で

持
ち
帰
っ
た
仕
事
を
す
る
。
土
日
は
妻
の
見

舞
い
や
大
掃
除
、
1
週
間
分
の
食
事
の
買
い

物
…
…
。

　

こ
う
し
た
「
時
短
」
を
実
践
で
き
た
背
景

に
は
、
管
理
す
る
部
門
を
巻
き
込
ん
だ
、
徹

底
し
た
業
務
の
効
率
化
が
あ
っ
た
。

 

「
未
だ
に
『
長
時
間
勤
勉
に
働
く
こ
と
が
日

本
企
業
の
成
長
の
源
泉
』
な
ど
と
平
気
で
言

う
人
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
幻
想
で
す
。
少

し
傲
慢
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

民
間
企
業
の
仕
事
に
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
も
の

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
頭
を
使
え
ば
、
8
時
間

の
業
務
時
間
で
十
分
事
足
り
る
は
ず
で
す
。

も
ち
ろ
ん
残
業
の
す
べ
て
を
否
定
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
実
際
に
上
司
の

つ
ま
ら
な
い
や
り
方
に
振
り
回
さ
れ
て
残
業

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
見
て
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
自
分
が
課
長
に
な
っ
た
後
は
、
積
極

的
に
業
務
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
の

で
す
」

　

ま
ず
、
メ
ン
バ
ー
全
員
の
業
務
の
把
握
か

ら
始
め
た
。
業
務
週
報
を
並
べ
、
自
身
の
経

験
か
ら
工
数
の
概
算
を
入
れ
て
み
た
。
す
る

と
、
実
際
に
か
か
っ
て
い
る
時
間
の
半
分
で

終
え
ら
れ
る
可
能
性
が
見
え
て
き
た
。
ま

た
、
つ
ま
ら
な
い
仕
事
に
時
間
を
か
け
て
い

た
り
、
逆
に
も
っ
と
時
間
を
か
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
重
要
な
仕
事
を
や
っ
つ
け
で
終
え

て
い
た
り
、
中
途
半
端
に
放
っ
て
お
い
た
り

と
、
適
正
な
時
間
配
分
が
な
さ
れ
て
い
な
い

状
況
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
前
も
っ
て
計
画
を
立
て
、
重
要

度
の
高
い
仕
事
を
優
先
し
て
配
分
し
た
。
時

間
が
ど
う
し
て
も
か
か
り
す
ぎ
る
仕
事
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
を
外
注
し
て
本
人
の
手
か
ら
離

す
な
ど
、
仕
事
の
構
造
そ
の
も
の
を
変
え
た

こ
と
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
多
く
の
時
間
を
取
ら
れ
る
会
議

に
も
効
率
化
の
メ
ス
を
入
れ
た
。
そ
も
そ
も

こ
の
会
議
は
必
要
な
の
か
、
必
要
だ
と
し
て

も
、
時
間
の
長
さ
は
適
正
に
設
定
さ
れ
て
い

る
の
か
を
検
討
し
た
。
会
議
の
資
料
は
事
前

配
布
。
何
枚
に
も
わ
た
る
の
が
普
通
だ
っ
た

資
料
は
、
1
枚
に
ま
と
め
る
こ
と
を
原
則
と

し
た
。
つ
く
る
時
間
だ
け
で
な
く
、
読
む
時

間
も
短
縮
で
き
、
会
議
開
始
後
す
ぐ
に
議
論

を
始
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
施
策
が
功
を
奏
し
、
そ
れ
ま

で
22
時
前
後
ま
で
残
業
し
て
い
た
部
下
全
員

の
18
時
退
社
が
実
現
し
た
。

正
し
い
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
を

教
え
る
の
は
上
司
の
役
割

　

こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、「
最
大
の
抵
抗

勢
力
は
部
下
た
ち
だ
っ
た
」
と
佐
々
木
氏
は

振
り
返
る
。

 

「
従
来
の
や
り
方
を
続
け
た
ほ
う
が
ラ
ク
で

す
か
ら
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
部
下
を
野
放

し
に
し
な
い
の
も
管
理
職
の
役
割
で
す
。
私

は
よ
く
、駒
大
苫
小
牧
高
校
の
話
を
し
ま
す
。

家
庭
の
事
情
で
優
秀
な
社
員
を

辞
め
さ
せ
る
の
は
会
社
の
損
失

佐
々
木
常
夫
氏
（
東
レ
経
営
研
究
所
代
表
取
締
役
社
長
）
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ささき・つねお
東京大学経済学部を卒業後、
東レに入社。繊維部門営業、
マーケティング企画室、プラス
チック事業企画管理部長などを
経て、2001年経営企画室長と
なり、このとき同期トップで同社
取締役に。03年東レ経営研究
所代表取締役社長に就任。現
在は経団連理事、内閣府や総
務省の審議会委員、神戸大学
経営学部や桜美林大学の講師
としても活躍中。

言
わ
ず
と
知
れ
た
高
校
野
球
の
名
門
で
す

が
、
こ
の
高
校
は
素
晴
ら
し
い
選
手
ば
か
り

が
入
っ
て
く
る
か
ら
強
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
監
督
と
い
う
指
導
者
に
、
心
身
を
鍛

え
、
優
秀
な
選
手
を
育
て
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ

る
か
ら
強
く
な
る
。
正
し
い
仕
事
の
ス
タ
イ

ル
を
教
え
、
成
果
が
出
て
く
る
と
、
部
下
た

ち
も
腹
に
落
ち
て
積
極
的
に
時
短
に
取
り
組

む
の
で
す
」

　

し
か
し
な
が
ら
佐
々
木
氏
は
、「
こ
れ
は

私
が
課
長
だ
っ
た
か
ら
で
き
た
こ
と
」
だ
と

言
う
。
現
場
の
仕
事
を
理
解
し
、
直
に
指
導

で
き
る
立
場
で
な
け
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
踏
み

込
ん
だ
改
革
は
難
し
い
と
い
う
の
だ
。

 

「
と
は
い
え
、
ト
ッ
プ
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
あ
れ
ば
、
時
短
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
は
ず

で
す
。
社
長
が
本
気
で
『
残
業
を
な
く
す
』

と
訴
え
、
具
体
的
な
施
策
を
打
ち
出
せ
ば
、

部
長
、
課
長
も
動
か
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
ト
ッ
プ
自
身
も
本
気
で
変

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
時
短
を
進
め

る
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
落
ち
る
』
と
い
う
考

え
方
を
、
ま
ず
は
捨
て
る
べ
き
な
の
で
す
」

　

会
社
全
体
で
取
り
組
む
利
点
は
、
制
度
改

革
ま
で
切
り
込
め
る
点
に
あ
る
。
例
え
ば
、

評
価
の
仕
組
み
。

 
「『
意
欲
』『
取
り
組
み
姿
勢
』
と
い
う
項
目

が
存
在
し
た
り
、『
あ
い
つ
は
一
生
懸
命
や

っ
て
い
る
か
ら
』
と
い
う
理
由
で
加
点
し
た

り
と
、
結
果
・
成
果
に
重
点
を
置
か
な
い
評

価
手
法
は
時
短
の
阻
害
要
因
に
な
り
や
す
い

の
で
す
」

　

業
務
効
率
化
と
同
時
に
評
価
制
度
に
も
メ

ス
を
入
れ
、「
長
く
働
く
→
意
欲
的
→
評
価

の
対
象
に
な
る
」
と
い
う
図
式
を
排
除
す
る

こ
と
も
重
要
だ
ろ
う
。

い
ろ
ん
な
状
況
を
抱
え
た
人
が

普
通
に
働
け
る
社
会
へ

　

こ
の
数
年
、「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」

と
い
う
言
葉
が
浸
透
し
た
。
佐
々
木
氏
自
身

は
妻
の
自
殺
未
遂
を
き
っ
か
け
に
、
緊
急
事

態
に
対
応
で
き
る
よ
う
家
庭
の
事
情
を
会
社

で
オ
ー
プ
ン
に
し
た
。
ま
た
、
2
0
0
6
年

に
は
自
身
の
経
験
を
ま
と
め
た
『
ビ
ッ
グ
ツ

リ
ー
〜
私
は
仕
事
も
家
族
も
決
し
て
あ
き
ら

め
な
い
』（
W
A
V
E
出
版
）
を
上
梓
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
身
近
な
人
々
か
ら
「
実

は
私
の
家
族
も
…
…
」
と
、
家
庭
の
事
情
を

打
ち
明
け
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
、
そ
の
数
の

多
さ
に
驚
い
た
と
い
う
。

 

「
調
べ
て
み
る
と
、
自
閉
症
は
60
万
人
、
う

つ
病
は
1
7
0
万
人
、
身
体
障
害
者
は

3
5
0
万
人
、
精
神
障
害
者
は
2
0
0
万

人
、
ダ
ウ
ン
症
は
10
万
人
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
は
80
万
人
、
不
登
校
や
引
き
込
も
り
は

1
2
0
万
人
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
は
50
万
人

…
…
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
、
そ
し
て
そ
の

家
族
が
、『
家
庭
の
事
情
』
を
抱
え
て
い
る

わ
け
で
す
。
せ
っ
か
く
育
て
た
優
秀
な
社
員

が
、
家
庭
の
事
情
で
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
得

な
い
場
合
も
多
い
。
そ
れ
は
大
き
な
損
失
で

す
。
社
会
全
体
で
時
短
を
進
め
、
い
ろ
ん
な

立
場
の
人
、
い
ろ
ん
な
状
況
を
抱
え
た
人
が

普
通
に
働
け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
で
な
け

れ
ば
、
企
業
も
社
会
も
成
り
立
た
な
く
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
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変
革
の
視
点
か
ら
見
る「
時
短
を
阻
む
5
つ
の
壁
」

西
端
雄
一
氏
（
プ
ラ
ウ
ド
フ
ッ
ト 

ジ
ャ
パ
ン　

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

　

現
場
の
徹
底
し
た
業
務
分
析
か
ら
企
業
の

変
革
を
支
援
す
る
、
プ
ラ
ウ
ド
フ
ッ
ト 

ジ

ャ
パ
ン
。
同
社
で
多
く
の
企
業
の
変
革
に
携

わ
っ
て
き
た
西
端
雄
一
氏
は
、「
時
短
は
単

に
勤
務
時
間
を
短
く
す
る
運
動
で
は
な
く
、

全
社
で
取
り
組
む
べ
き
働
き
方
の
変
革
」
だ

と
言
い
切
る
。

 
「
例
え
ば
、
19
時
に
全
員
帰
る
と
い
う
ル
ー

ル
を
つ
く
る
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
単
に
早

く
帰
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
つ
く
る
だ
け
で

は
、
仕
事
を
持
ち
帰
っ
た
り
、
そ
れ
が
で
き

な
け
れ
ば
、
朝
6
時
な
ど
、
早
朝
か
ら
出
社

し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
本
気
で
19
時
に

全
員
が
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
残
業
が
多
い
部

署
の
業
務
を
分
析
し
、
そ
れ
を
解
消
す
る
た

め
に
組
織
や
制
度
を
変
え
た
り
、
新
し
い
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

顧
客
や
関
係
会
社
に
協
力
を
求
め
た
り
と
、

働
き
方
や
仕
事
の
や
り
方
を
転
換
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
」

時
短
を「
変
革
」と
と
ら
え
る
と

阻
む「
壁
」が
見
え
て
く
る

　

時
短
を
「
変
革
」
と
と
ら
え
直
す
と
、
時

短
に
失
敗
す
る
企
業
が
多
い
理
由
も
見
え
て

く
る
と
西
端
氏
は
言
う
。

 

「
変
革
に
は
必
ず
、
そ
の
実
行
を
妨
げ
る
壁

が
存
在
す
る
か
ら
で
す
。
そ
の
壁
と
は
、『
認

識
の
壁
』『
行
動
の
壁
』『
知
識
の
壁
』『
仕

組
み
の
壁
』『
態
度
の
壁
』
で
す
」

　

こ
こ
で
は
、
時
短
に
お
け
る
5
つ
の
壁
に

つ
い
て
、
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

①
認
識
の
壁

　

〜
思
い
込
み
に
疑
問
を
感
じ
な
く
な
る

　

い
わ
ゆ
る
、
思
い
込
み
の
壁
で
あ
る
。
長

く
同
じ
組
織
、
同
じ
仕
事
の
や
り
方
に
な
じ

む
と
、
そ
れ
を
「
常
識
」
と
と
ら
え
る
よ
う

に
な
り
、
疑
問
を
感
じ
な
く
な
る
。
長
時
間

労
働
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
周
囲
も
同
様
の
働

き
方
を
し
て
い
る
場
合
、「
時
短
」
と
い
う
言 

葉
が
ピ
ン
と
こ
な
い
。

 

「
健
康
を
害
す
る
」
と
言
わ
れ
て
も
、
自
分

を
含
め
て
周
囲
は
皆
健
康
。
長
時
間
労
働
を

背
景
と
し
た
、
仕
事
の
質
の
高
さ
に
顧
客
も

喜
ん
で
く
れ
て
い
る
。
自
分
に
と
っ
て
も
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
あ
り
、
な
ぜ
時
短
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
理
解
で
き
な

い
。

　

パ
タ
ー
ン
化
し
た
思
考
の
中
で
は
、「
長

時
間
労
働
が
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
新
し
い

認
識
が
持
て
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
認
識
の
壁
」
が
働
く
と
、
長
時
間

労
働
の
習
慣
を
変
え
よ
う
と
せ
ず
、
時
短
は

単
な
る
掛
け
声
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
可
能
性

が
高
い
。

②
行
動
の
壁

　

〜
各
論
に
な
る
と
抵
抗
が
表
面
化

「
労
働
時
間
が
短
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
に

対
し
、
総
論
で
は
賛
成
す
る
人
が
多
い
だ
ろ

う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
が
具
体
化
し
て
自
分
や
自

分
が
所
属
す
る
組
織
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
出
て
く
る
と
、
抵
抗
が
表

面
化
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　

あ
る
部
長
が
役
員
会
で
使
用
す
る
資
料
を

部
下
に
つ
く
ら
せ
て
い
る
と
し
よ
う
。
報
告

す
る
必
要
が
ほ
と
ん
ど
な
い
項
目
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
ご
く
稀
に
社
長
か
ら
「
あ
れ
は

ど
う
な
っ
て
い
る
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
99
％
は
必
要
な

く
て
も
「
保
険
」
と
し
て
部
下
に
つ
く
ら
せ

て
お
く
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
資
料
を
、
部
下
が
1
週
間
か
け
て
必

死
で
つ
く
っ
て
い
る
と
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う

か
。
こ
の
資
料
を
「
い
ら
な
い
」
と
部
下
に

言
え
れ
ば
、
時
短
に
つ
な
が
る
こ
と
は
よ
く

わ
か
っ
て
い
て
も
、
リ
ス
ク
を
取
り
た
く
な

い
ば
か
り
に
同
じ
作
業
を
続
け
さ
せ
て
し
ま

う
の
だ
。

　

過
去
の
成
功
体
験
や
失
敗
体
験
に
と
ら
わ

れ
て
、
新
し
い
や
り
方
に
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
至
る
と

こ
ろ
で
起
き
る
と
、
全
体
最
適
の
実
現
は
阻

止
さ
れ
て
し
ま
う
。

取材・文／入倉由理子（本誌）　撮影／平山 諭



C

M

Y

K

特集3　W86_31

31 Feb.-Mar.  2008

にしばた・ゆういち
一橋大学法学部卒業。大手外
資系コンサルティングファームに
勤務後、プラウドフット ジャパン
に入社。インストレーション・マネ
ージャー、オペレーション・マネー
ジャーを経て、2007年より現職。

か
せ
な
い
」と
西
端
氏
は
言
う
。「
認
識
の
壁
」

が
あ
る
な
ら
ば
、「
時
短
の
必
要
性
」
を
ト

ッ
プ
が
継
続
し
て
訴
え
、
取
り
組
み
が
本
気

で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
さ
せ
る
。
継
続
的

な
発
信
は
、「
諦
め
」
の
蔓
延
を
防
ぐ
効
果

も
あ
る
は
ず
だ
。

　

ま
た
、全
社
規
模
で
労
働
時
間
を
把
握
し
、

世
間
の
平
均
値
か
ら
見
た
と
き
の
ズ
レ
や
、

そ
れ
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
い
る
問
題
な
ど
を

広
報
す
る
必
要
も
あ
る
。
社
員
そ
れ
ぞ
れ
が

自
ら
の
考
え
方
を
客
観
的
、
相
対
的
に
認
識

す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
行
動
に
も
変
化
が

現
わ
れ
て
く
る
。

　

部
門
、個
人
の
成
果
を
追
求
す
る
あ
ま
り
、

時
短
へ
の
行
動
が
疎
か
に
な
り
が
ち
な
場
合

も
あ
る
。
こ
う
し
た
と
き
、
時
短
と
い
う
全

体
最
適
を
利
害
関
係
な
く
訴
え
ら
れ
る
の

は
、
ト
ッ
プ
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
冒
頭

で
も
述
べ
た
よ
う
な
時
短
や
効
率
化
を
促
す

シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
制
度
づ
く
り
、
組
織
改

編
な
ど
は
、
全
社
を
巻
き
込
ん
だ
「
大
事
」

に
な
る
。
こ
の
推
進
も
ト
ッ
プ
の
役
割
だ
。

 

「
壁
を
乗
り
越
え
、
変
革
を
成
功
さ
せ
る
企

業
は
ト
ッ
プ
が
現
場
に
下
り
て
指
揮
を
執
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
企
業

の
ト
ッ
プ
や
役
員
の
方
に
組
織
の
問
題
点
を

指
摘
し
、
そ
の
改
善
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
と
、『
私
が
そ
こ
ま
で
部
長
に
指
示

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
』
と
言
わ
れ
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。変
革
に
お
い
て
は
、

か
な
り
詳
細
な
指
示
を
出
さ
な
け
れ
ば
、
習

慣
化
さ
れ
た
考
え
方
、
仕
事
の
や
り
方
は
変

わ
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
詳
細
な
指
示
を
出
す

に
は
、
や
は
り
、
現
場
の
業
務
や
状
況
、
課

題
を
把
握
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ

ま
り
、
現
場
に
下
り
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
」

③
知
識
の
壁

　

〜
具
体
的
に
す
べ
き
こ
と
が
見
え
な
い

　

知
識
・
情
報
不
足
や
、
そ
の
偏
在
が
変
革

の
壁
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
時
短
に
向
け
て

業
務
の
効
率
化
に
取
り
組
も
う
と
し
た
と

き
、
そ
れ
に
必
要
な
知
識
、
や
り
方
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
具
体
的
に
何

を
し
た
ら
い
い
の
か
が
わ
か
ら
ず
、
結
局
は

望
む
結
果
が
得
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
業
務
の
効
率
化
に
は
、
社
内
の
知

識
や
情
報
の
共
有
が
欠
か
せ
な
い
。
同
じ
よ

う
な
仕
事
を
部
署
内
外
で
何
人
も
の
人
が
同

じ
よ
う
に
進
め
て
い
る
こ
と
は
意
外
に
少
な

く
な
い
し
、
ど
こ
の
部
署
に
ど
ん
な
知
識
・

情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
か
わ
か
ら
ず
、
探

す
の
に
時
間
を
食
う
こ
と
も
あ
る
。

　

も
っ
と
悪
い
の
は
、
意
図
的
な
知
識
・
情

報
の
偏
在
だ
ろ
う
。
成
果
主
義
の
組
織
の
中

で
は
、
個
人
が
知
識
・
情
報
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を

占
有
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
働
く
恐
れ
も
あ

る
。
そ
う
し
た
行
為
が
、
情
報
や
知
識
の
流

通
を
妨
げ
、
効
率
化
を
阻
む
結
果
に
な
り
か

ね
な
い
。

④
仕
組
み
の
壁

　

〜
組
織
の
ル
ー
ル
が
適
切
で
な
い

　

時
短
に
意
欲
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て

も
、
組
織
の
ル
ー
ル
自
体
が
時
短
に
即
し
て

い
な
い
場
合
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
稟
議
を
通
す
の
に
何
人
も
の
上

司
の
印
鑑
が
必
要
に
な
り
、時
間
が
か
か
る
。

出
張
や
有
給
休
暇
な
ど
の
申
請
一
つ
ひ
と
つ

に
手
間
が
必
要
。
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
会
議
が
多
く
、
ど
ん
な
小
さ
な
議
題
で
も

常
に
「
1
時
間
」
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ

る
…
…
「
時
短
」
と
い
う
環
境
の
変
化
に
ル

ー
ル
が
対
応
せ
ず
、
長
時
間
労
働
の
時
代
の

ル
ー
ル
の
ま
ま
組
織
が
動
い
て
い
る
と
し
た

ら
、
個
人
の
時
短
へ
の
意
欲
は
そ
れ
に
到
底

太
刀
打
ち
で
き
な
い
。

　

一
方
、ル
ー
ル
が
な
い
こ
と
も
壁
と
な
る
。

営
業
の
依
頼
で
、
見
積
も
り
を
つ
く
っ
て
い

る
部
署
の
例
が
あ
る
。
営
業
が
会
社
に
戻
る

夕
方
か
ら
「
今
日
中
」
と
い
う
見
積
も
り
の

依
頼
が
集
中
し
、
そ
の
部
署
の
残
業
は
常
に

多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、「
何
時
ま
で
に
依
頼

さ
れ
た
分
は
そ
の
日
中
に
仕
上
げ
る
」
と
い

う
ル
ー
ル
が
な
い
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。「
時

短
」
と
い
う
共
通
の
目
標
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
仕
事
の
プ
ロ
セ
ス
や
制
度
が
適
切

に
設
計
さ
れ
て
い
な
い
と
、
こ
の
よ
う
な
状

況
に
陥
り
が
ち
な
の
だ
。

⑤
態
度
の
壁

　

〜
諦
め
が
組
織
を
支
配

　

図
表
14
の
よ
う
に
、「
態
度
の
壁
」
は
4
つ

の
壁
す
べ
て
と
関
わ
り
を
持
つ
。
さ
ま
ざ
ま

な
壁
を
経
験
す
る
う
ち
に
、「
時
短
は
無
理
」

と
い
う
諦
め
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
ど
う
せ

自
分
一
人
頑
張
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
│
│
こ

の
よ
う
な
無
力
感
が
組
織
に
蔓
延
す
る
と
、

不
満
は
あ
り
つ
つ
も
、
長
時
間
労
働
の
現
実

を
受
け
入
れ
て
し
ま
う
。

ト
ッ
プ
の
推
進
力
が

壁
を
乗
り
越
え
る
カ
ギ

 「
時
短
が
進
ま
な
い
、浸
透
し
な
い
な
ら
ば
、

い
ず
れ
か
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
ま
ず
は
自
社
に
、
あ
る
い
は
自
分
の
部

署
に
ど
の
よ
う
な
壁
が
存
在
す
る
の
か
、
見

極
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　

そ
し
て
、
そ
の
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

は
、「
ト
ッ
プ
層
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
欠

【図表14】「実行」を阻む5つの壁

資料出所：プラウドフット ジャパン

態度の壁
（諦め）

認識の壁

行動の壁

仕組みの壁知識の壁
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ま
っ
た
く
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
│
│

こ
の
特
集
を
締
め
く
く
る
に
当
た
っ
て
の
、

私
た
ち
編
集
部
の
率
直
な
感
想
で
あ
る
。
読

者
諸
兄
も
、
そ
う
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
。長
時
間
労
働
と
は
、さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が

複
雑
に
絡
み
合
っ
て
生
じ
て
い
る
、
構
造
的

な
事
象
で
あ
る
。
そ
れ
を
放
置
し
て
お
く
こ

と
の
リ
ス
ク
も
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
事

業
の
現
場
が
、
こ
の
事
象
の
積
極
的
な
是
正

の
効
用
を
知
覚
す
る
こ
と
は
意
外
に
難
し
い
。

　

健
康
へ
の
影
響
？ 

ま
だ
頑
張
れ
そ
う
だ

な
ぁ
。
少
子
化
の
一
因
と
言
わ
れ
て
も
、
う

ち
の
会
社
だ
け
で
解
決
で
き
る
問
題
で
も
な

い
し
。
仕
事
と
生
活
の
調
和
は
美
し
い
が
、

そ
れ
で
う
ち
っ
て
儲
か
る
ん
だ
っ
け
…
…
。

　

逆
に
、
仕
事
の
積
み
残
し
が
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
落
と
し
た
ら
ど
う
す
る
。
増
員
す
れ
ば

管
理
が
大
変
だ
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち

に
競
合
に
出
し
抜
か
れ
た
ら
…
…
。

　

実
感
し
に
く
く
、
責
任
の
範
疇
外
に
見
え

る
リ
タ
ー
ン
。
は
っ
き
り
予
想
で
き
る
、
犠

牲
や
混
乱
と
い
う
コ
ス
ト
。
2
つ
を
天
秤
に

か
け
れ
ば
、
目
の
前
の
数
字
を
追
う
事
業
の

現
場
が
、
人
事
部
の
掛
け
声
ほ
ど
時
短
に
積

極
的
に
な
れ
な
い
の
は
、
合
点
が
行
く
。

　

長
時
間
労
働
す
る
ミ
ド
ル
。
私
た
ち
の
最

近
の
研
究
で
は
ミ
ド
ル
の
プ
レ
ー
イ
ン
グ
マ

ネ
ジ
ャ
ー
化
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
が
、
そ

の
発
生
の
仕
組
み
も
同
じ
だ
。
管
理
職
経
験

の
乏
し
い
ミ
ド
ル
が
、
効
果
的
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
使
っ
て
生
め
る
「
か
も
し
れ
な
い
」

チ
ー
ム
業
績
の
増
分
と
、
卓
越
し
た
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
に
「
今
」
加
え
ら
れ
る

業
績
を
較
べ
る
。
後
者
の
ほ
う
が
目
先
の
リ

ア
リ
テ
ィ
が
高
い
。
長
い
目
で
見
れ
ば
、
マ

ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
成
長
機
会
を
喪
失
し
て

い
る
が
、
緊
急
性
が
重
要
性
を
駆
逐
す
る
。

　

日
本
の
競
争
力
の
低
下
が
目
立
つ
。
人
々

が
長
時
間
働
き
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
リ
ス

ク
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
競
争
力
が
落
ち
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
の
戦
い
方
に

問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
戦
略

と
は
、
戦い
く
さを

略は
ぶ

く
、
と
書
く
。
そ
の
戦
略
レ

ベ
ル
で
、
企
業
も
、
事
業
も
、
チ
ー
ム
も
、

個
人
も
、
何
か
間
違
っ
て
は
い
な
い
か
。

　

時
短
は
、
根
本
的
な
何
か
を
問
い
直
す
た

め
の
機
会
で
あ
る
。
自
分
た
ち
は
、
ど
ん
な

付
加
価
値
を
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。
そ
の
付
加
価
値
の
元
手
は
何
か
。
元
手

が
「
時
間
自
体
」
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

元
手
は
、
知
識
や
智
恵
や
意
志
の
力
で
あ
る

べ
き
だ
。
そ
れ
ら
を
生
み
出
す
た
め
に
、
時

間
を
戦
略
的
に
使
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

資
産
運
用
で
最
も
大
切
な
の
は
、
ア
セ
ッ

ト
・
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
資
産
配
分
）
だ
と

言
わ
れ
る
。
ど
の
期
間
で
、
ど
の
水
準
の
リ

タ
ー
ン
を
目
指
し
、
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を

甘
受
で
き
る
か
を
踏
ま
え
て
、
内
外
の
株
式

や
債
券
な
ど
性
質
の
異
な
る
多
様
な
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
、
枠
組
み
を
決
め
て
投
資
を
し
続
け

る
。
種
々
の
状
況
に
応
じ
て
見
直
し
や
緊
急

対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
大
き
な
枠
組
み
は
ぶ
ら
さ
な
い
、
と
い

う
の
が
中
長
期
で
勝
つ
王
道
だ
と
い
う
。

　

自
分
た
ち
の
個
と
組
織
の
、
時
間
の
配
分

は
妥
当
か
。
そ
も
そ
も
時
間
配
分
戦
略
は
あ

る
か
。
目
指
す
リ
タ
ー
ン
は
明
確
で
、
適
切

か
。
長
時
間
労
働
に
も
か
か
わ
ら
ず
競
争
力

が
低
下
す
る
と
い
う
の
は
、
資
産
の
す
べ
て

個
に
、組
織
に
、時
間
配
分
戦
略
は
あ
る
か

時
短
は
、付
加
価
値
と
そ
の
源
泉
の
再
確
認
の
機
会

高
津
尚
志
（
本
誌
編
集
長
）

ま
と
め

を
預
金
で
運
用
し
て
お
い
て
「
利
回
り
が
低

い
」
と
嘆
く
こ
と
に
似
て
は
い
な
い
か
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
て
組
織
の
ダ
イ

バ
シ
テ
ィ
（
多
様
性
）
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
。
し
か
し
、
多
様
性
を
高
め
る
手

段
は
、
異
な
る
人
材
を
多
く
集
め
る
こ
と
に

限
ら
な
い
。
今
そ
こ
に
い
る
、
一
人
ひ
と
り

の
経
験
の
多
様
性
を
高
め
、
組
織
と
し
て
生

か
す
余
地
が
も
っ
と
あ
る
は
ず
だ
。
前
号
で

は
教
養
を
高
め
る
こ
と
の
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
リ
タ
ー
ン

を
論
じ
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
教
養
の
た

め
に
時
間
が
配
分
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
何

も
始
ま
ら
な
い
。
人
に
は
本
来
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
糧
に
す
る
力
が
あ
る
。
そ
の
力
を

個
と
組
織
が
高
め
て
い
き
な
が
ら
、
時
短
が

生
み
出
す
時
間
を
戦
略
的
に
配
分
し
て
い
け

ば
、
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
た
り
う
る
し
、
組
織
に
も
豊
か
な
知
が
集

ま
る
は
ず
だ
。
北
イ
タ
リ
ア
人
の
戦
略
性

（
20
│
21
ペ
ー
ジ
）。
個
の
豊
か
さ
を
組
織
の

競
争
力
に
編
集
す
る
し
た
た
か
さ
に
は
、
学

ぶ
と
こ
ろ
が
大
き
い
。




